
良いことも　そうでないことも　ちゃんと伝えたい
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八木沢の高台から磐梯山を望む

　

南
東
北
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
会
津
盆
地
は
日
本

海
側
気
候
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
豪
雪
地
帯
。
多

雪
が
周
囲
の
山
々
に
も
た
ら
す
豊
か
な
水
資
源
は
幾

筋
も
の
河
川
と
な
っ
て
盆
地
に
沃よ
く
ど土
を
も
た
ら
し
、

秋
の
実
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
盆
地
一
面
が
黄
金
色
に

彩
ら
れ
る
米
ど
こ
ろ
で
す
。
盆
地
の
縁へ
り

は
昼
夜
の
気

温
や
日
照
時
間
の
差
に
よ
り
東
側
は
み
し
ら
ず
柿
、

西
側
は
ブ
ド
ウ
の
特
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
北
東
に
名
峰
・
磐
梯
山
を
仰
ぎ
つ
つ
こ
の

沃よ
く
や野
を
見
晴
ら
せ
る
西
縁
の
地
に
あ
る
の
が
こ
の
赤

沢
地
区
で
す
。
赤
沢
地
区
は
、
北
か
ら
雀
す
ず
め

林ば
や
し

集
落
・

寺て
ら

崎さ
き

集
落
・
八や

木ぎ

沢さ
わ

集
落
・
赤あ

か

留る

集
落
の
4
集
落
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
の
高
い
集
落
で
、
田
舎
暮
ら
し
な
ら
で

は
の
壁
に
も
ぶ
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
集

落
の
教
科
書
で「
良
い
こ
と
も
、そ
う
で
な
い
こ
と
も
」

現
状
を
き
ち
ん
と
お
伝
え
す
る
こ
と
で
一
日
も
早
く

環
境
に
馴
染
ん
で
も
ら
い
、
お
だ
や
か
な
赤
沢
暮
ら

し
を
紡
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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 集落のルールについて 集落のルールも記載しているところには、強いルールやゆるいルールなどその強弱
の目安となるアイコンを付しています。参考にしてみてください。

※本紙に掲載されている情報は 2024 年 3 月 15 日現在のものです。
　発行後に変更となる場合もありますので、あらかじめご了承ください。
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雀す
ず
め
　
林
ば
や
し

　
赤
沢
地
区
の
北
部
に
位
置
す
る
雀
林

集
落
は
、
遠
く
か
ら
で
も
西
麓ろ
く
の
高
台

に
見
え
る
古こ
さ
つ刹

・
法
用
寺
境
内
の
三
重

の
塔
に
歴
史
の
趣
き
を
う
か
が
わ
せ
ま

す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
法
用
寺
縁
起

に
よ
る
と
創
建
は
養
老
４
年
（
７
２
０

年
）。
大
同
２
年
（
８
０
７
年
）
の
火

災
で
焼
け
た
翌
年
、
現
在
地
に
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
三
十
三
の
坊

舎
が
配
さ
れ
、
広
大
な
寺
域
が
広
が
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
道
を
登
り
仁
王
門
を
く
ぐ
る
と
、

正
面
に
は
会
津
五
桜
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
る
「
虎
の
尾
桜
」
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
本
尊
は
秘
仏
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
観
音
堂
は
折
々
に
御
開
帳
さ
れ
、

貴
重
な
国
指
定
重
要
文
化
財
も
そ
の
ま

ま
に
配
さ
れ
て
お
り
、
信
仰
が
も
っ
と

身
近
だ
っ
た
時
代
の
姿
を
今
に
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
秋
に
は
境
内
の
イ
チ
ョ

ウ
の
落
葉
が
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
と
な

り
、
そ
の
上
に
や
が
て
雪
が
降
り
積
も

る
と
、
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
の
集

落
に
は
静
か
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。

　
集
落
西
端
の
山
の
上
に
は
浮
島
を
持

つ
蓋ふ
た

沼ぬ
ま

が
あ
り
、
珍
し
い
植
物
な
ど
が

多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
福
島
県
指
定

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺て
ら　
崎さ
き

　
４
つ
の
集
落
の
う
ち
、
唯
一
山
際
か

ら
離
れ
た
地
に
あ
る
寺
崎
集
落
は
、
赤

沢
地
区
の
扇
の
か
な
め
の
存
在
で
、
小

集
落
な
ら
で
は
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
が

自
慢
で
す
。
宮
川
扇
状
地
の
末
端
に
あ

る
平
地
に
周
囲
を
田
園
に
囲
ま
れ
た
２

つ
の
集
落
が
一
本
道
で
結
ば
れ
て
お

り
、
田
ん
ぼ
に
水
が
入
る
頃
は
水
に
浮

か
ぶ
２
つ
の
島
の
よ
う
に
も
遠
望
で
き

ま
す
。

　
古
く
は
赤
沢
川
右
岸
の
低
湿
地
に
点

在
し
て
い
た
家
々
が
度た
び
か
さ重

な
る
水
害
に

悩
ま
さ
れ
て
現
在
地
に
ま
と
ま
っ
た
と

い
わ
れ
、
近
隣
に
大
き
な
寺
院
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と

も
。
J
R
只
見
線
の
線
路
を
挟
ん
だ
集

落
の
反
対
側
に
は
中
世
の
館
が
あ
っ
た

と
さ
れ
、
現
在
は
田
ん
ぼ
の
地
名
に
そ

の
名
残
が
あ
り
ま
す
。

　
集
落
南
側
に
は
か
つ
て
か
ん
が
い
用

水
に
使
わ
れ
て
い
た
寺
崎
堤
が
広
が

り
、
春
は
桜
の
隠
れ
名
所
、
冬
に
は
白

鳥
が
飛
来
す
る
地
域
の
人
々
の
和
み
の

ス
ポ
ッ
ト
に
。
青
空
が
水
鏡
に
映
る
夏

の
シ
ー
ズ
ン
は
風
が
渡
り
心
地
良
く
癒い

や
さ
れ
る
、
寺
崎
集
落
の
ア
イ
コ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

八や 

木ぎ 

沢さ
わ

　
山さ
ん
ろ
く麓

一
帯
に
集
落
が
広
が
る
、
赤
沢

地
区
で
最
も
人
口
の
多
い
集
落
で
す
。

　
赤
沢
地
区
が
「
赤
沢
村
」
と
し
て
一

つ
の
行
政
区
だ
っ
た
時
代
は
村
の
中
心

部
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
郵
便
局
や
旧
小

学
校
舎
、
旧
公
民
館
建
物
な
ど
に
そ
の

名
残
が
あ
り
ま
す
。

　

八
木
沢
集
落
は
福ふ
く

泉せ
ん

寺じ

・
太た
い

子し

堂ど
う
・

館た
て

脇わ
き

・
谷や

地じ

・
大だ
い
も
ん門

か
ら
な
る
５
つ
の

「
実
行
組
合
」
に
分
け
て
「
和わ

」
と
称

し
て
お
り
、
そ
の
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
も

と
に
あ
る
複
数
の
「
組
」
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　
西
の
山
の
上
に
は
町
に
よ
り
「
蓋ふ
た
ぬ
ま沼

森
林
公
園
」
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
緑

豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
標
高
４
２
５
ｍ
の
地
に
あ
る
展
望

台
か
ら
望
む
会
津
平
の
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
の
眺
め
は
絶
景
。
特
に
晩
秋
の

盆
地
を
覆
う
雲
海
は
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
も
と
に
広
が
る

菜
の
花
畑
は
、
地
域
お
こ
し
団
体
「
菜

の
花
会
」
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
５
月

中
旬
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
国
産
改
良

種
を
ま
き
、無
農
薬
で
栽
培
し
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
採
れ
る
質
の
良
い
手
し
ぼ
り

菜
種
油
は
町
の
特
産
品
で
す
。

赤あ
か　
留る

　
地
区
の
南
に
位
置
し
て
お
り
、
集
落

東
端
に
あ
る
赤
沢
川
の
橋
を
渡
っ
て

ま
っ
す
ぐ
駆
け
上
が
る
よ
う
に
集
落
へ

続
く
道
が
広
々
と
印
象
的
で
す
。
弥
生

時
代
に
は
人
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
も

推
測
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
は
若
松

城
下
か
ら
軽
井
沢
銀
山
街
道
南
口
へ
の

途
中
に
あ
っ
た
た
め
人
馬
の
往
来
も
盛

ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
赤
留
峠
の
頂
上
を
登
り
切
る
手
前
の

山
か
ら
は
、「
赤
留
石
」と
呼
ば
れ
る
質

の
良
い
安
山
岩
が
産
出
し
、
赤
沢
地
区

を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
の
寺
社
や
石
造

物
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
集

落
は
急
勾
配
の
道
沿
い
に
整
然
と
並
び
、

水
路
の
水
は
豊
富
で
、
3
つ
の
溜
池
で

か
つ
て
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
頃
ま
で
火
災
が
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
集
落
の
中
央
付
近
に
火
除
を
祈

願
す
る
お
地
蔵
様
を
建
て
大
切
に
祭
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
団
体
の
「
さ
く
ら
会
」

が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
桜
並
木
の

植
樹
や
夏
の
盆
踊
り
な
ど
を
通
し
て
地

域
の
美
観
や
つ
な
が
り
づ
く
り
に
積
極

的
に
力
を
入
れ
て
い
る
集
落
で
す
。

　

福
島
県
の
西
半
分
は
会
津
地
方
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
赤
沢
地
区
の
あ
る
会
津
美
里
町
は
、
会

津
盆
地
の
南
西
部
を
占
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
赤
沢
の
地
名
は
一
般
の
地
図
に
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
…
。

※
答
え
は
8
ペ
ー
ジ
に
！



401

22

53

53

365

中ノ山

会津美里町
役場本庁舎

（じげんプラザ）

あやめ苑

文殊堂

伊佐須美神社

高田小 高田児童館

警察署

町立高田
体育館

会津美里町
子育て支援センター

認定こども園ひかり

県立会津西陵
高等学校

高田中

蓋沼森林公園
管理事務所

三角池

滝峠溜池

大久保池

古潟沼

蓋沼と浮島

会津高田駅

JR只見線

宮
川

赤
沢
川

法用寺 大イチョウ

虎の尾桜

会津赤沢郵便局

国見神社

意加美神社

麓山神社

稲荷神社

県
道
会
津
坂
下
会
津
高
田
線

J
R
只
見
線

県
道
赤
留
・
塔
寺
線

至
会
津
若
松

至昭和村

至会津坂下町

神明神社

福泉寺

佛照寺

桜並木

宮川千本桜

常明寺

東照寺

赤留集会所

谷地集会所

八木沢公民館

福泉寺集落センター

大門集会所

雀林集落センター

寺崎集落センター

寺崎堤

氷川神社

雲
甫
の
碑 火除地蔵

石合溜池

八木沢公園

いわなみ家

會津いろり山
オートキャンプ場

十丈滝

会津高田・柳津線

あいづの
パン工房

不動堂

赤
留

あ
か    

る

雀
林

す
ず
め  

ば
や
し

八
木
沢

や      

ぎ    

さ
わ

寺
崎

て
ら   

さ
き

×

至八木沢至赤留

至雀林

寺崎堤（寺崎）

蓋沼

法用寺三重塔

蓋沼森林公園オートキャンプ場

八木沢の菜の花畑 不動堂奥の仁王門 赤留の桜並木

蓋沼森林公園マップ
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歴
史
の
あ
る
集
落
が
西
麓ろ

く

に
沿
っ
て

南
北
に
連
な
る
赤
沢
地
区

中
ノ
山
に
つ
い
て

　

赤
留
集
落
の
西
端
に
あ
る
中
ノ
山
は
、
江
戸
時
代
よ
り
赤
留
村
の

一
部
と
し
て
行
政
的
に
関
連
し
て
い
ま
す
が
、
中
ノ
山
住
民
の
生
活
の

便
宜
上
、
赤
留
集
落
と
独
立
し
た
行
政
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。



 
区
割

　
先
史
時
代
よ
り
集
落
が
点
在
し
、
人
々
の
暮
ら
し
が

営
ま
れ
て
き
た
会
津
盆
地
の
西
べ
り
に
あ
る
山さ
ん
ろ
く麓

。
近

代
に
な
る
ま
で
こ
こ
に
赤
沢
の
地
名
は
無
く
、
江
戸
時

代
は
雀
林
村
と
寺
崎
村
が
会
津
藩
で
治
め
る
藩
領
、
赤

留
村
と
八
木
沢
村
は
江
戸
幕
府
が
直
轄
す
る
幕
領
・
南
み
な
み

山や
ま

御お

蔵く
ら

入い
り

領り
ょ
う
ち地

で
し
た
。
明
治
に
な
り
廃
藩
置
県
が
行

わ
れ
、
４
つ
の
村
は
明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
4
月

に
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
赤
沢
村
」
が
発
足
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）
3
月
に
高
田

町
ほ
か
５
村
と
合
併
、「
会
津
高
田
町
」
が
発
足
し
た

こ
と
に
よ
り
、
赤
沢
村
の
名
称
は
無
く
な
っ
た
の
で

す
。
各
集
落
の
名
前
は
大
字
名
と
し
て
現
住
所
表
記

に
残
り
、「
赤
沢
」
は
そ
の
名
残
の
ま
ま
通
称
と
し
て

呼
ば
れ
る
区
域
名
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）
10
月
に
会
津
高
田
町
と
会
津
本ほ
ん
ご
う郷
町・

新に
い
つ
る鶴
村
が
合
併
し
「
会
津
美
里
町
」
と
な
り
ま
し
た
。

　「組」は集落をエリアで分けた最小単位のグループで、各組には組長がおり、
回覧板や毎月の町の広報を配布するなどします。また、八木沢集落には集落
を５つに区割した「和」という実行組合もあり、それぞれに名称があります。

赤沢地区
（旧赤沢村）

雀
すずめ

林
ばやし

９組
寺
てら

 崎
さき

４組
八
や ぎ

木沢
さわ

12 組
赤
あか

 留
る

 10 組
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町
内
会
組
織
図

佛照寺檀信徒農事実行組合 農用地利用改善組合 水稲直播営農組合消防団 保全会 神社守

代表兼務
墓地管理者は区長

区長任命民生委員

区　長 区長代理 会　計
住　民組　長区

長
元

任期：2年

監　査任期：2年

寺社総代 区　長 保全会

農用地利用
改善組合

協議員 監　事

スポーツ協力員

自治会（U40）

長寿会

民生委員

つどいの場

消防団

自主防災組織檀徒長
｜

神社係
｜
寺係

副檀徒長

各和から約１名

各和から１名

各和から１名 ,
太子堂のみ 2名

地区民全員

各和から約１名

区長代理
会計
庶務
国見会会計
スポーツ・防犯会計
公民館係・放送係

代表兼務

区長任命

区長元

国見会

使丁

↓回覧物配布

和の会 福泉寺 太子堂 館　脇 谷　地 大　門
和の長
｜

隣組長
｜
住民

和の長
｜

隣組長
｜
住民

和の長
｜

隣組長
｜
住民

和の長
｜

隣組長
｜
住民

和の長
｜

隣組長
｜
住民

任期：1～2年

任期：1年

菜の花会

区　長 資源保全会

実行組合

庶　務

会長

本部長

各団体の代表が役員

赤留さくら会

水稲生産組合

隣組長
｜
住民

区
長
元区長代理

会　計

任期：2年

監　査

監　査

会　長
｜

副会長
｜

庶務　会計
　　　｜　　｜

水利委員 神社役員長寿会 堤　守青年会消防団

情報班　避難誘導班　救出救護班　給食給水班　初期消火班

自主防災組織小中 PTA

区　長 資源保全会 檀徒総代

監査委員

実行組合

こども会

任期 : 各 2年

区長経験者

任期 :1 年
任期 :3 年

任期 :1 年

任期 :1 年
次年度区長代理

会　長
｜

副会長
｜

庶務会計
｜

会　員

檀徒長
｜

総　代
｜

庶務会計

兼務

協力

会　計

組長
｜
住民

任期：1年

区
長
元
総
代

区長代理

土木担当 水利担当

長寿会

青年会

消防団

使丁（小走り）兼務 菊
ま
つ
り
実
行
委
員
会

虎
の
尾
桜
茶
会
実
行
委
員
会

寺
行
事
運
営

赤 

留

雀 

林

八
木
沢

寺 

崎

幕領・藩領境界標（八木沢）



雀
林

寺
崎

八
木
沢

赤
留

 
集
落
の
人
口
・
世
帯
数
　
現
在
、
赤
沢
地
区
の
人
口
総
数
は
１
、０
５
９
名
。
平
成
20
年
よ
り
人
口
増
減
率
マ
イ
ナ
ス
29
・
1
％
で
高
齢
化
率
は
46
・
2
％

と
各
集
落
と
も
横
並
び
で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、人
口
の
半
分
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
て
構
成
さ
れ
る
「
限
界
集
落
」

の
と
ば
口
に
立
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

 

区
長
・
役
員
な
ど
の
決
め
方
と
移
住
後
の
あ
い
さ
つ

［
区
長
・
役
員
な
ど
の
決
め
方
］

区
長
任
期
1
年
。
組
長
1
年
。

区
長
と
区
長
代
理
に
つ
い
て
は
、
総
会
時
に

選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
他
役
員
3
名

（
会
計
、
土
木
、
水
利
担
当
）
は
年
功
に
よ
り

選
出
さ
れ
、
承
認
を
も
ら
い
ま
す
が
、
役
割

に
つ
い
て
は
区
長
が
決
定
し
ま
す
。

農
業
委
員
は
区
長
推
薦
、
資
源
保
全
は
各
組

か
ら
1
名
選
出
し
、
そ
の
中
か
ら
役
員
を
決

め
ま
す
。

副
会
長
２
名
の
う
ち
1
名
は
区
長
が
自
動
的

に
任
命
さ
れ
ま
す
。

［
移
住
後
の
あ
い
さ
つ
］

総
会
時
に
住
民
へ
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
個

別
の
あ
い
さ
つ
は
特
に
不
要
で
す
。

［
区
長
・
役
員
な
ど
の
決
め
方
］

区
長
任
期
２
年
。
組
長
2
年
。

年
1
回
開
催
す
る
春
季
総
会
で
、
選
考
委
員

が
選
考
・
選
出
し
ま
す
。
慣
例
と
し
て
年
の

順
で
決
め
て
い
ま
す
が
、
同
級
生
が
２
名
以

上
い
れ
ば
、
誕
生
日
の
早
い
順
か
ら
と
な
り

ま
す
。

［
移
住
後
の
あ
い
さ
つ
］

区
長
と
と
も
に
各
戸
を
あ
い
さ
つ
に
ま
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
臨
時
総
会

を
設
け
て
集
会
所
で
あ
い
さ
つ
し
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。　

［
区
長
・
役
員
な
ど
の
決
め
方
］

区
長
任
期
２
年
。
協
議
員
任
期
２
年
、
隣
組

長
1
年
。

区
長
は
立
候
補
に
よ
り
選
挙
で
選
ぶ
か
、
協

議
員
が
内
定
者
を
春
季
総
会
時
に
選
考
員
を

立
て
選
出
し
、
総
会
の
承
認
を
得
ま
す
。

役
員
は
協
議
員
・
寺
社
総
代
・
ス
ポ
ー
ツ
協

力
員
各
1
名
（
太
子
堂
の
み
２
名
）
が
「
和
」

の
単
位
で
開
催
す
る
総
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
す
。

［
移
住
後
の
あ
い
さ
つ
］　

「
和
」、
組く
み
う
ち内
に
は
全
戸
あ
い
さ
つ
に
ま
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
の
ち
区
長
へ
お
顔
出
し

願
い
ま
す
。

［
区
長
・
役
員
な
ど
の
決
め
方
］

任
期
２
年
。

区
長
（
会
長
）
お
よ
び
監
事
は
総
会
に
て
選

出
さ
れ
ま
す
。
区
長
代
理
（
副
会
長
）、会
計
、

庶
務
は
選
考
委
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。

隣
組
長
・
実
行
組
合
長　
任
期
１
年

隣
組
長
・
実
行
組
合
長
は
各
組
持
ち
回
り
で
す
。

赤
留
地
区
資
源
保
全
会　
任
期
２
年

会
長
は
区
長
、
副
会
長
の
１
名
は
区
長
代
理

が
あ
て
職
で
、
副
会
長
１
名
お
よ
び
監
事
は

総
会
に
て
選
出
さ
れ
ま
す
。

［
移
住
後
の
あ
い
さ
つ
］

区
長
に
お
顔
出
し
を
し
た
後
、
隣
組
長
と
と

も
に
組く
み
う
ち内
へ
あ
い
さ
つ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
総
会
時
に
住
民
へ
ご
紹
介
し
ま
す
。

移住を検討されている方へ

集落のみなさんからのメッセージ

　雀林は昔が色濃く残る集落です。 移

住は大歓迎です。 どうぞ気軽に見学に

来てください。 お待ちしています!!

　寺崎は赤沢地区の中でも山がない平

地で、 昔は 「赤沢の銀座」 とも呼ばれ

ていました。 北に飯豊連峰、 東に磐梯

山、 田んぼには只見線が走り、 とにかく

景色がいいところでカメラマンも多く訪れま

す。 秋は黄金色に輝く稲穂、 冬は白鳥

の飛来がみられるのでおすすめです。 まず

は景色を見に来てください。

　会津美里町はもちろん、 赤沢地区は

会津磐梯山を見るのに一番の景勝地で

す。まずは来町して一望してください。また、

赤沢地区は住宅地で静かなところです。

温和な人柄の地ですから、 ゆったり伸び

伸びと生活できるところだと思います。 移

住は大歓迎です。

　会津盆地の西縁に位置し、 日の出が

早く朝の磐梯山は必見です。 また夜の

会津盆地の夜景も素晴らしいです。 地

域のみなさんで助け合いながらやっています

ので、 無理のない範囲で地域活動への

参加等をお願いします。 困ったことがあれ

ば何でも相談してください。
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世帯数…90
人　口…255

世帯数…44
人　口…124

世帯数…133
人　口…391

世帯数…99
人　口…289

（単位：人）
令和5年4月1日調べ
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男 女

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール



雀
林

寺
崎

八
木
沢

赤
留

 
町
内
会
費
等
の
費
用
と
支
払
い
方
法

 

情
報
提
供
の
方
法

町の広報紙
毎月１日、
各戸に配布されます。

1

地区内行事のお知らせ等は、必要に応じて集落放送にて連絡します。3

地区の広報などについては、掲示板へ貼り出します（八木沢・赤留のみ）。4

回覧板…随時利用。
資料をはさんだ回覧板を組内にて
回覧します。生活に関わるものは
全戸へ、農業関連の案内は
関係者のみの回覧になります。

2
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［
町
内
会
費
年
間
額
］

集
落
協
議
費
と
し
て
い
ま
す
。
戸
別
割+

負

担
金+

田
畑
所
有
面
積
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
、

各
戸
で
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

11
月
第
2
日
曜
に
中
間
金
を
、
3
月
の
決
算

後
に
協
議
費
と
し
て
支
払
い
ま
す
。
毎
年
設

定
さ
れ
る
徴
収
日
に
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
行
き

納
付
し
ま
す
。

［
町
内
会
費
以
外
の
費
用
］

檀
家
は
年
１
０
、０
０
０
円
を
納
め
ま
す
。
３

回
分
割
納
付
も
可
能
で
す
。
世
話
人
が
各
戸

を
集
金
に
回
り
ま
す
。

赤
十
字
募
金
と
赤
い
羽
根
募
金
（
各
５
０
０

円
）、
緑
の
羽
根
募
金
（
１
０
０
円
）
は
各
組

長
が
集
金
に
回
り
ま
す
。
※
任
意

！！災害対応・緊急時は集落放送を傾聴ください！！

［
町
内
会
費
年
間
額
］

１
０
、０
０
０
円
を
年
1
回
、
12
月
に
納
付
し

ま
す
。
町
内
会
費
以
外
に
、
任
意
参
加
の
催

事
会
費
は
９
月
、
御
札
な
ど
の
立
替
分
は
２

月
と
納
付
が
３
期
に
分
か
れ
、
随
時
集
落
セ

ン
タ
ー
へ
行
き
納
付
し
ま
す
。
徴
収
日
は
回

覧
板
に
て
前
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

田
畑
所
有
者
は
規
模
に
応
じ
維
持
管
理

と
し
て
12
月
に
協
議
費
１
０
、０
０
０
〜

３
０
、０
０
０
円
（
町
外
在
住
の
場
合
４
、

０
０
０
〜
６
、０
０
０
円
）
を
集
落
セ
ン
タ
ー

へ
行
き
納
付
し
ま
す
。

［
町
内
会
費
以
外
の
費
用
］

地
区
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
啓
発
の
ぼ
り
旗
な
ど

に
使
用
さ
れ
る
会
津
美
里
地
区
交
通
安
全
協

会
費
（
各
戸
８
０
０
円
）。
※
任
意

農
地
を
持
つ
方
は
、
別
途
寺
崎
農
事
実
行
組

合
負
担
金
、
寺
崎
農
用
地
利
用
改
善
組
合
年

会
費
、
寺
崎
水
稲
直ち
ょ
く
は播
営
農
組
合
費
な
ど
、

年
１
回
の
納
付
が
あ
り
ま
す
。

佛
照
寺
積
立
金
の
ほ
か
3
月
の
大
般
若
会
費

（
１
、０
０
０
円
）
を
納
め
れ
ば
信
徒
で
な
く

て
も
祈
祷
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

［
町
内
会
費
年
間
額
］

１
４
、０
０
０
円
程
度
（
農
地
所
有
者
は
面
積

に
応
じ
加
算
）。

７
月
と
２
月
の
年
２
回
、
徴
収
日
に
八
木
沢

公
民
館
へ
行
き
納
付
し
ま
す
。

［
町
内
会
費
以
外
の
費
用
］

赤
十
字
募
金
と
赤
い
羽
根
募
金
（
各
５
０
０

円
）、
緑
の
羽
根
募
金
（
１
０
０
円
）
は
各
組

長
が
集
金
に
回
り
ま
す
。
※
任
意

地
区
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
啓
発
の
ぼ
り
旗
な
ど

に
使
用
さ
れ
る
会
津
美
里
地
区
交
通
安
全
協

会
費
（
各
戸
８
０
０
円
）。
※
任
意

協
会
員
が
集
金
に
来
ま
す
。
金
額
は
免
許
所

有
者
の
人
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

［
町
内
会
費
年
間
額
］

世
帯
割（
均
等
割
）8
、0
0
0
円
と
請
負
負
担

金
割
2
、4
5
0
円
の
合
計
1
0
、4
5
0
円
。

耕
地
割
と
し
て
農
地
所
有
者
は
面
積
に
応
じ

加
算
さ
れ
ま
す
。

年
1
回
、
各
戸
に
納
付
書
が
届
き
5
月
の
徴

収
日
に
赤
留
集
会
所
に
行
き
納
付
し
ま
す
。

［
町
内
会
費
以
外
の
費
用
］

な
し
。

メモ

寺崎集落放送設備

左から子育て支援パンフレット
（年１回発行）、ハザードマップ、
くらしの便利帳

組ごとにまわる
回覧板

会津美里町広報誌
（月１回発行）

集落の掲示板（赤留）



雀
林

寺
崎

八
木
沢

赤
留

 
地
域
団
体
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

集落の地域性
　集落の人々のつながりはそれぞれ
概ね良好です。「会津時間」と揶揄
される 30 分遅れも以前は普通でし
たが、現在は集合時間の５～ 10 分
前にはメンバーが揃います。
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雀
林
自
治
区
区
長
元 

５
名
で
構
成
さ
れ
、
地
区
自
治
全
般
を
担
っ

て
い
る
。

雀
林
地
区
資
源
保
全
会

農
業
に
関
わ
る
全
般
の
保
全
、
子
供
達
の
溜

池
生
き
物
調
査
等
。

法
用
寺
檀
信
徒
総
代

5
名
で
法
用
寺
の
祭
礼
維
持
管
理
。

実
行
組
合

９
組
か
ら
１
名
選
出
し
、
農
業
に
係
る
活
動
・

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
害
虫
）
防
除
等
。

長
寿
会

冬
期
間
に
集
落
セ
ン
タ
ー
で
体
を
動
か
す
運

動
や
旅
行
等
。

青
年
会

年
間
の
事
業
計
画
ご
と
に
集
ま
っ
て
実
質
的

な
運
営
を
担
う
。

雀
林
消
防
団

近
隣
の
消
防
出
動
、検
閲
年
1
回
、防
火
広
報
、

消
火
栓
の
点
検
・
除
雪
、
夜
警
年
2
回
、
法

用
寺
文
化
財
防
火
訓
練
、
歳
の
神
警
戒
、
出

初
め
式
等
。

子
供
会

小
中
学
生
を
中
心
と
し
た
夏
休
み

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
開
催
等
。

菊
友
会

菊
を
栽
培
し
て
い
る
、
雀
林
を
は

じ
め
他
集
落
の
方
も
所
属
す
る
任

意
の
団
体
。
11
月
の
法
用
寺
の
菊

花
展
な
ど
に
出
展
し
て
い
る
。

寺
崎
自
治
区
区
長
元

三
役
と
各
組
長
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

寺
崎
地
区
資
源
保
全
会
・
寺
崎
農
用
地
利
用

改
善
組
合

景
観
保
全
の
花
植
え
、
草
刈
り
や
砂
利
道
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
。

佛
照
寺
檀
信
徒

各
シ
ー
ズ
ン
の
お
祭
り
、機
織
り
様
、雷
神
祭
、

大
般
若
の
運
営
等
。

寺
崎
水
稲
直ち
ょ
く
は播
営
農
組
合

田
に
種
を
ま
く
前
ま
で
に
各
種
薬
剤
の
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
。
直ち
ょ
く
は播
の
作
業
。

寺
崎
農
事
実
行
組
合

JA
か
ら
の
お
知
ら
せ
回
覧
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
駆
除
。

寺
崎
消
防
団

近
隣
の
消
防
出
動
、検
閲
年
1
回
、防
火
広
報
、

夜
警
年
２
回
、
防
犯
指
南
、
消
火
栓
の
点
検
・

除
雪
。

神
社
守も
り

寺
崎
稲
荷
神
社
の
祭
事
準
備
。

八
木
沢
自
治
区

年
２
回
の
総
会
は
全
世
帯
が
参
加
す
る
。

八
木
沢
地
区
保
全
会

区
長
を
会
長
に
各
和
代
表
の
ほ
か
消
防
団
、

自
治
会
、
改
善
組
合
等
で
運
営
。
用
水
路
、

農
道
維
持
管
理
。

八
木
沢
農
用
地
利
用
改
善
組
合

水
稲
管
理
の
講
習
、
水
田
水
か
け
日
程
の
決

議
、
農
業
資
材
の
共
同
購
入
等
。

八
木
沢
長
寿
会

60
歳
よ
り
入
会
可
。

八
木
沢
つ
ど
い
の
場

長
寿
会
、
民
生
委
員
、
菜
の
花
会
、
区
長
元

に
よ
り
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
交
流
会
を
実

施
。

八
木
沢
自
治
会

各
種
祭
礼
を
実
施
。
各
戸
の
男
子
後
継
者
、

40
歳
ま
で
の
活
動
。

消
防
団

近
隣
の
消
防
出
動
、
検
閲
年
1
回
、
防
火
広
報
、

消
火
栓
の
点
検
・
除
雪
、
夜
警
年
2
回
、
土
手

草
焼
き・歳
の
神
３
地
区
の
警
戒
、出
初
め
式
等
。

八
木
沢
自
主
防
災
組
織

毎
年
区
長
元
役
員
が
防
災
組
織
図
を
作
成
し
、

各
戸
へ
配
布
。防
災
訓
練
は
コ
ロ
ナ
で
自
粛
中
。

菜
の
花
会

集
落
の
菜
の
花
畑
を
管
理
。
秋
に
耕
起
し
て

肥
料
を
散
布
、
10
月
末
に
播は
し
ゅ種
。
春
先
に
手

入
れ
し
て
観
賞
用
の
迷
路
を
作
る
。
ま
た
、

観
光
客
向
け
に
八
木
沢
公
園
で
５
月
10
日
く

ら
い
ま
で
野
菜
や
凍
み
餅
な
ど
を
販
売
。
６

月
に
菜
種
を
収
穫
し
て
自
然
乾
燥
さ
せ
た
も

の
を
搾
油
依
頼
し
、
瓶
詰
め
し
た
も
の
を
販

売
し
て
い
る
。

赤
留
自
治
区
（
赤
留
会
）

全
世
帯
参
加
の
総
会
が
年
1
回
と
必
要
に
応

じ
臨
時
総
会
、
役
員
会
、
隣
組
長
会
議
等
。

赤
留
地
区
資
源
保
全
会

区
長
を
会
長
に
、
各
種
団
体
の
長
等
で
運
営
。

地
区
民
全
員
で
組
織
。
用
水
路
・
農
道
、
景

観
作
物
の
管
理
等
。

神
社
役
員

初
詣
、
お
日
待
・
厄
払
い
、
初
午
、
神
社
祭

礼
と
地
蔵
尊
縁
日
、
不
動
尊
祭
礼
の
実
施
等
。

赤
留
長
寿
会

60
歳
よ
り
入
会
可
。
毎
月
第
1
土
曜
に
「
つ

ど
い
の
場
」、
景
観
作
物
の
管
理
等
。

ひ
ま
わ
り
会

長
寿
会
メ
ン
バ
ー
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
週
1
〜
2
回
の
ペ
ー
ス
で
春
か
ら
秋
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
冬
は
卓
球
等
。

消
防
団

近
隣
の
消
防
出
動
、年
1
回
検
閲
、防
火
広
報
、

歳
の
神
と
野
焼
き
警
戒
、
防
犯
診
断
、
機
械

器
具
点
検
、
水
路
点
検
、
消
火
栓
の
点
検
・

除
雪
、
夜
警
年
2
回
、
出
初
め
式
等
。

赤
留
自
主
防
災
組
織

毎
年
の
世
帯
調
査
。
防
災
訓
練
は
コ
ロ
ナ
で

自
粛
中
。

さ
く
ら
会

地
域
お
こ
し
団
体
。
植
樹
し
た
桜
の
シ
ー
ズ

ン
ご
と
の
管
理
、
や
ぐ
ら
踊
り
の
や
ぐ
ら
設

営
、
11
月
の
そ
ば
会
、
12
月
に
し
め
縄
・
竹た
け

灯ど
う
ろ
う籠

作
り
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
ち
つ
き
の

協
力
等
。

水
稲
生
産
組
合

移
植
栽
培
の
種
ま
き
を
共
同
で
実
施
。

菊まつり出店（雀林集落）

二百十日お籠り（寺崎集落）

いこいの集い（八木沢集落）

神明神社
しめ縄かけ替え

（赤留集落）



 
集
落
の
す
が
た

　
会
津
盆
地
の
中
央
寄
り
か
ら
南
西
側
を
見
渡
す
と
、
盆
地
の
縁
は
な
だ
ら
か
に
連
な
る
丘
陵
状
の

山
々
が
ど
こ
ま
で
も
続
き
、
そ
の
ふ
も
と
に
民
家
集
落
が
点
在
す
る
牧
歌
的
な
眺
め
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
盆
地
南
西
部
に
位
置
す
る
赤
沢
地
区
に
は
４
集
落
と
接
す
る
よ
う
に
赤
沢
川
が
南
か
ら
北
へ

と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
本
流
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
渓
谷
か
ら
注
ぎ
込
ん
で
く
る
支
流
が
扇
状
地
を

な
す
こ
の
地
形
は
「
赤
沢
川
複
合
扇
状
地
」
と
呼
ば
れ
、
山
際
の
直
下
を
会
津
盆
地
西せ
い
え
ん縁

南
部
断
層

が
連
な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
活
断
層
と
し
て
動
い
た
証
と
な
る
断
層
地
形
の
、
典
型
的
な
姿
が
み
ら

れ
ま
す
。

　
表
土
は
約
５
０
０
０
年
前
に
噴
火
し
た
沼
沢
火
山
の
降
灰
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
黒
ボ
ク
土
が
一

帯
に
分
布
し
て
お
り
、
柔
ら
か
く
耕
作
に
適
し
た
土
地
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
は
地
形
を
利
用
し
造
ら
れ
た
溜
池
が
あ
り
、
か
つ
て
は
稲
作
に
使
う
か
ん
が

い
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
し
た
。
溜
池
は
水
の
確
保
と
と
も
に
冷
た
い
水
温
を
日
光
で
あ
た
た
め
て

か
ら
田
ん
ぼ
に
流
す
役
割
が
あ
り
ま
し
た
が
、
宮
川
上
流
に
ダ
ム
が
造
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

現
在
で
は
か
ん
が
い
用
と
し
て
の
役
割
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

 

寺
崎

 

雀
林

 

八
木
沢

　

４
集
落
の
な
か
で
唯
一
、
赤
沢
川
の
東
側
に
位
置
し
ま
す
。
集
落
と
し
て
寺

崎
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
は
ま
だ
川
岸
の
低
湿
地
に
家
々
が
散
在

し
、
度
重
な
る
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
寛
文
４
年
（
１
６
６
４
年
）、
佛

照
寺
と
と
も
に
現
在
の
上
寺
崎
の
場
所
に
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
小
集
落
が
あ
り
上
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
下
寺
崎
は
、
そ
の
折
に
下
村
と

改
め
ら
れ
、
の
ち
に
現
在
の
名
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

山
際
の
高
台
に
建
つ
古こ
さ
つ刹
・
法
用
寺
を
仰
ぐ
よ
う
に
開
け
た
丘
陵
地
に
軒
を

連
ね
る
雀
林
集
落
は
、
字
名
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
か
つ
て
寺
域
内
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
地
に
家
々
が
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
近
く
か
ら
は
縄
文
時
代
か

ら
平
安
時
代
ま
で
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
長
く
人
の
暮
ら
し
た
痕こ
ん
せ
き跡
も
今
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
沿
い
の
丘
陵
地
に
南
北
１
．
５
㎞
に
わ
た
り
発
展
し
て
き
た
集
落
。
家
並

み
を
挟
ん
で
西
の
山
側
に
は
畑
が
多
く
、
赤
沢
川
に
近
い
東
側
に
田
ん
ぼ
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
扇
状
地
の
上
部
ほ
ど
粗
目
の
土
が
多
い
た
め
水
は
け

が
良
く
畑
作
に
適
し
、
離
れ
る
に
従
っ
て
土
が
細
か
く
保
水
し
や
す
く
な
る
た

め
田
ん
ぼ
に
適
す
る
と
い
う
、
自
然
の
理
に
そ
っ
た
集
落
づ
く
り
が
な
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

 

赤
留

　

柳
津
町
の
軽
井
沢
銀
山
へ

向
か
う
峠
越
え
の
道
沿
い
に

発
展
し
て
き
た
赤
留
は
、
集

落
の
東
西
間
で
も
60
ｍ
近
い

標
高
差
の
あ
る
坂
道
に
家
並

み
が
続
い
て
い
ま
す
。
西
の

山
中
に
「
水
山
」
と
呼
ば
れ

る
水
源
の
水
を
集
め
簡
易
水

道
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和

41
年
（
1
9
6
6
年
）。
上
水

道
が
通
る
ま
で
生
活
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
水

は
神
明
神
社
境
内
に
流
れ
出

て
い
ま
す
。

（参考資料「会津高田町史」）

赤沢川が地名の由来
　赤留の南、松沢地区の丘陵
山地に端を発する赤沢川は約
12km の長さがあり、地形の
配置により西の山側からのみ
支流が注ぎ込むという珍しい川
です。記録には４村合併時にこ
の川より赤沢の名を得たと記さ
れています。

４集落を襲った土石流災害
　昭和 31 年７月 14 日からの
豪雨はわずか 3 日ほどで総雨
量約３００㎜となり会津各地が
被害甚大に。
　赤沢地区も溜池に流れ込ん
だ土砂により各溜池があふれ、
４集落それぞれに土石流が流
れ込むなど大きな被害となりま
した。

至
寺
崎

至
米
沢

至八木沢

365

365

意加美神社

麓山神社

法用寺

集落案内図

観音堂

虎の尾桜
大
イ
チ
ョ
ウ

仁王門

村
内
放
送

三重塔

子安地蔵

雀林集落センター
水害記念碑

消防屯所
川原
かわはら

松本
まつもと

天神宮
てん じん ぐう

熊野権現
くま  の  ごんげん

二番山下
  に ばんやま した

三番山下
さんばんやま した

一番山下
いちばんやま した滝元

たきもと

梅元
うめもと

安楽防
あんらくぼう

上科仕
かみ し な し古屋敷

ふる  や  しき

赤
沢
川

寺崎稲荷神社

佛照寺

あいづのパン工房

寺
崎
堤

集落案内図

至高田

至
八
木
沢

寺崎集落センター
消防屯所［村内放送］

機織地蔵堂

上寺崎
かみてらさき

下寺崎
しもてらさき

JR
只
見
線

365

至雀林

至赤留

寺
崎
へ

会津赤沢郵便局

国見神社

県
道
赤
留
・
塔
寺
線

福泉寺

谷地集会所

中央屯所（赤沢本部）
※ポンプ車所有

消防屯所

八木沢公民館
［村内放送］

いわなみ家

福泉寺集落センター

大門集会所

集落案内板旧赤沢小

八木沢公園

康申塔（境の碑）

福泉寺
ふくせん  じ

太子堂
たい し  どう

館脇
たてわき

大門
だいもん

谷地
 や   ち

會津いろり山
オートキャンプ場

365

至八木沢

至
高
田

53
53神明神社

不動堂

常明寺

東照寺

赤留集会所
村内放送

掲示板

大洪水之碑

雲
甫
の
碑 氷川神社

火除地蔵

村内放送

掲示板

消
防
屯
所

石合溜池

集落案内板
掲示板

滝ノ前
たき の まえ

竹ノ花
たけ の はな

向川
むかいがわ

堂ノ前
どう　   まえ

南中
みなみなか

丸山
まるやま

馬喰沢溜池

滝
峠
溜
池
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雀
林

寺
崎

八
木
沢

赤
留

見
ど
こ
ろ

　
集
落
の
高
台
に
建
つ「
法
用
寺
」
は
観
音
堂

が
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
傍
ら

に
会
津
唯
一
の
三
重
塔
が
そ
そ
り
立
ち
ま
す
。

晩
秋
に
は
境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
一
面
に

降
り
積
も
り
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た

よ
う
な
光
景
は
必
見
で
す
。

　

４
月
下
旬
に
開
花
す
る
観
音
堂
前
の
「
虎

の
尾
桜
」
は
古
く
か
ら
会
津
の
人
々
に
愛
さ

れ
て
お
り
、
雄
し
べ
の
先
が
花
び
ら
に
変
化

す
る
と
い
う
珍
し
い
大
輪
の
桜
で
す
。

　

ま
た
沼
の
中
央
に
植
物
が
堆
積
し
て
で
き

る
〝
浮
島
〟
を
抱
く
「
蓋ふ
た
ぬ
ま沼
」
が
雀
林
集
落
の

西
端
に
位
置
し
て
お
り
、
深
緑
散
策
に
お
す

す
め
で
す
。

集
落
名
の
は
じ
ま
り

　

江
戸
時
代
に
も
「
法
用
寺
村
」
と
称
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
も
と
も
と
の

「
雀
林
」
の
名
の
起
こ
り
は
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
。
村
鎮
守
の
「
意い

が

み
加
美
神
社
」
に
ル
ー

ツ
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

全
国
で
も
珍
し
い
祭
り

　

本
堂
の
奥
に
あ
る
「
意い

が

み
加
美
神
社
」
は
水

を
め
ぐ
る
御
神
体
を
祭
っ
て
お
り
、
毎
年
１

月
７
日
に
は
「
蛇
の
御
年
始
」
と
呼
ば
れ
る

民
俗
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
か
つ
て
用
水
に

不
足
し
た
雀
林
の
人
々
が
、
水
の
神
様
で
あ

る
龍
を
象
っ
て
藁わ
ら

の
蛇
を
つ
く
り
お
参
り
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
集
落

の
小
学
生
た
ち
が
仁
王
門
の
藁わ
ら
の
蛇
を
担
ぎ
、

村
中
の
家
々
を
ま
わ
り
ま
す
。
そ
の
間
に
大

人
た
ち
が
新
し
く
作
っ
た
蛇
を
仁
王
門
に
掲

げ
ま
す
。
古
い
も
の
は
毎
年
1
月
15
日
の
歳

の
神
で
お
焚
き
上
げ
し
、
集
落
の
人
々
が
仁

王
門
の
新
し
い
藁わ
ら

の
蛇
に
詣
で
ま
す
。

　

五
穀
豊
穣·

無
病
息
災
お
よ
び
、
豊
か
な

か
ん
が
い
水
を
祈
願
す
る
全
国
で
も
珍
し
い

行
事
で
す
。

 

集
落
も
の
が
た
り

見
ど
こ
ろ

　

田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
寺
崎
集
落
は
、
秋
の

稔
り
の
季
節
に
は
一
面
が
黄
金
色
の
波
に
包

ま
れ
ま
す
。
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
10
月
下
旬

に
な
る
と
、
寺
崎
で
唯
一
の
溜
池
「
寺
崎
堤
」

に
は
白
鳥
が
冬
を
越
し
に
飛
来
し
て
き
ま
す
。

　

こ
の
溜
池
で
は
昭
和
40
年
代
、
集
落
の
有

志
で
鯉
を
養
殖
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
現
在
も
年
に
一
度
、
稲
刈
り
の
前
に
太

鼓
を
合
図
に
網
を
入
れ
て
淡
水
で
育
つ
ク
セ

の
少
な
い
白
身
の
鯉
を
つ
か
ま
え
ま
す
。
鯉

は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
食
卓
に
の
ぼ
っ
た
り
親

戚
に
配
っ
た
り
な
ど
し
て
活
用
。
内
陸
部
の

会
津
で
は
、
鯉
は
古
く
か
ら
貴
重
な
タ
ン
パ

ク
源
と
し
て
食
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

集
落
の
す
ぐ
そ
ば
を
走
る
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

「
只
見
線
」
は
、
ど
こ
か
ら
撮
影
し
て
も
素

晴
ら
し
い
眺
め
が
評
判
。
こ
の
あ
た
り
で
は

田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
風
景
と
只
見
線
車
両
を
フ

レ
ー
ム
に
収
め
つ
つ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る

の
が
人
気
の
よ
う
で
す
。

集
落
名
の
は
じ
ま
り

　
江
戸
時
代
に
編へ
ん
さ
ん纂

さ
れ
た
会
津
の
地
誌『
新

編
会
津
風
土
記
』
に
は
「
こ
の
村
は
、
昔
、

北
に
六
町
（
約
６
０
０
ｍ
）
ほ
ど
離
れ
た
と

こ
ろ
に
大
き
な
寺
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
寺
崎

と
名
付
け
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
記

録
で
は
西
１
㎞
ほ
ど
先
に
寺
山
が
あ
っ
た
た

め
呼
ば
れ
た
名
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
落
で
は
犬
を
飼
わ
な
か
っ
た

　

下
寺
崎
か
ら
や
や
離
れ
た
北
東
に
、
村
の

鎮
守
・
稲
荷
神
社
の
杜
が
こ
ん
も
り
と
繁
っ

て
い
ま
す
。
ほ
場
整
備
に
よ
り
正
面
参
道
は

消
え
ま
し
た
が
、
季
節
ご
と
に
お
祭
り
さ
れ
、

大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
稲
荷
神
社
は
狐

が
神
の
使
い
の
た
め
、
怖
が
ら
せ
な
い
よ
う

に
と
集
落
内
で
犬
を
飼
う
の
は
タ
ブ
ー
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

見
ど
こ
ろ

　

八
木
沢
公
園
脇
の
林
道
を
上
っ
た
先
、
標

高
4
0
0
～
５
０
０
ｍ
の
高
さ
に
あ
る
「
蓋ふ
た

沼ぬ
ま

森
林
公
園
」。
そ
の
展
望
台
か
ら
望
む
会

津
平
の
眺
め
が
こ
と
の
ほ
か
素
晴
ら
し
い
と
、

折
々
に
カ
メ
ラ
マ
ン
が
足
を
運
ぶ
名
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
夜
は
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
る
た
め
、
夜
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
キ
ャ
ン
プ
宿
泊
者

の
特
権
で
す
。
施
設
は
冬
季
閉
鎖
と
な
り
、

晩
秋
に
展
望
台
か
ら
会
津
盆
地
を
覆
う
雲
海

を
捉
え
る
に
は
チ
ャ
ン
ス
が
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

５
月
上
旬
に
は
、
集
落
の
有
志
が
八
木
沢

公
園
付
近
の
休
耕
地
に
種
を
ま
い
て
育
て
て

い
る
菜
の
花
畑
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
花
の

迷
路
に
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
。

集
落
名
の
は
じ
ま
り

　

八
木
沢
の
文
字
を
古
く
は
「
矢
木
沢
」
と

書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
寛
文

６
年
（
１
６
６
６
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
会
津

藩
編へ
ん
さ
ん纂
に
よ
る
地
誌
『
会
津
風
土
記
』
で
は

八
木
沢
と
改
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
武
具
の
弓

矢
の
材
料
と
な
る
木
が
採
れ
た
地
と
も
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

水
稲
直ち
ょ
く
は播

栽
培
日
本
一
も

　

幕
末
の
戊
辰
戦
争
に
よ
る
集
落
は
戦
火
か

ら
逃
れ
残
っ
た
こ
と
で
、
７
０
０
年
こ
の
地

で
米
作
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
正
時
代
に

入
り
、
農
業
の
近
代
化
を
図
る
た
め
に
土
地

改
良
が
進
み
、
八
木
沢
土
地
改
良
区
が
昭
和

28
年
に
設
立
。
平
成
７
年
に
は
大
規
模
な
県

営
ほ
場
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
広
大
な
ほ
場

が
整
い
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
水
稲
直ち
ょ
く
は播

栽

培
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
直
ち
ょ
く

播は

田
植
え
機
械
に
よ
る
稲
作
と
な
っ
て
い
ま

す
。
米
作
り
に
適
し
た
気
候
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
か
つ
て
は
水
稲
直ち
ょ
く
は播

栽
培
面
積
規
模
日

本
一
を
誇
り
ま
し
た
。

　

赤
沢
地
区
唯
一
の
住
職
が
在
住
す
る
福
泉

寺
で
は
、
季
節
ご
と
に
護ご

ま摩
祈き
と
う祷

を
行
っ
て

お
り
、
住
民
の
ほ
か
、
希
望
者
の
祈き
と
う祷
も
可

能
で
す
。

見
ど
こ
ろ

　

標
高
の
高
い
集
落
か
ら
見
渡
せ
る
会
津
盆

地
の
眺
め
の
良
さ
が
自
慢
で
す
。
日
中
は
北

東
端
に
見
え
る
磐
梯
山
を
バ
ッ
ク
に
し
た
会

津
盆
地
が
広
が
り
、
夜
景
も
お
す
す
め
で
す
。

春
は
何
年
も
か
け
植
樹
が
進
め
ら
れ
て
い
る

桜
並
木
も
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
濃
い
ピ
ン
ク

の
関
山
を
メ
イ
ン
に
、し
だ
れ
桜
、小
松
乙
女
、

笠
松
桜
な
ど
約
１
８
０
本
が
植
え
ら
れ
、
花

期
を
ず
ら
し
な
が
ら
長
い
見
頃
が
続
き
ま
す
。

集
落
名
の
は
じ
ま
り

　
「
上あ
が
る留
」
と
書
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
赤
留
の
名
称
に
つ
い
て
の
成
り
立
ち
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

彫
刻
も
見
事
な
不
動
堂

　

集
落
の
西
端
、
坂
を
登
り
き
っ
た
最
奥
に

建
つ
の
が
「
大
宝
院
不
動
堂
」、
そ
の
右
手
に

村
鎮
守
の
「
神
明
神
社
」
が
並
び
ま
す
。
創

建
は
不
明
で
す
が
、
行
基
作
と
も
伝
わ
る
不

動
尊
は
山
中
の
十
丈
滝
の
岩
上
か
ら
現
在
地

に
移
さ
れ
た
の
が
長
承
２
年
（
１
１
３
３
年
）

で
す
。
現
在
の
堂
宇
は
文
化
５
年（
１
８
０
８

年
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

初
め
て
な
の
に
ど
こ
か
懐
か
し
い
盆
踊
り

　

４
つ
の
集
落
の
中
で
も
幅
広
く
活
動
し
て

お
り
、
夏
の
終
わ
り
に
は
「
氷
川
神
社
」
の

境
内
に
や
ぐ
ら
を
建
て
て
の
盆
踊
り
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
に
地
元
の
音
曲
保
存
会
に

よ
り
笛
太
鼓
の
生
演
奏
が
継
承
さ
れ
て
い
る

の
は
希
少
と
い
え
ま
す
。
黒
々
と
し
た
杉
木

立
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
合
間
か
ら
、
星
が
瞬
く

夏
の
夜
空
に
響
き
渡
る
盆
唄
「
高
田
甚
句
」

の
ど
こ
と
な
い
哀
愁
あ
る
響
き
、
提
灯
に
彩

ら
れ
た
や
ぐ
ら
を
輪
に
な
っ
て
囲
み
踊
る

人
々
の
影
な
ど
、
明
治
時
代
か
ら
歌
い
継
が

れ
て
き
た
童
謡
「
村
ま
つ
り
」
を
そ
の
ま
ま

再
現
し
た
よ
う
な
懐
か
し
さ
が
じ
わ
り
と
広

が
り
ま
す
。

　

赤
沢
地
区
の
ど
の
集
落
か
ら
も
先
史
時
代
よ
り
人
が
暮
ら
し
を
営
ん
で
い

た
痕こ
ん
せ
き跡

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
盆
地
内
で
は
早
く
か
ら
稲
作
が
始
ま
っ
た
と

伝
わ
る
こ
と
か
ら
も
、
昔
か
ら
住
み
や
す
い
土
地
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
中
世

に
は
そ
れ
ぞ
れ
寺
が
創
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
に
は
現
在
に
近

い
集
落
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
会
津
の
地
は
江
戸
幕
府
直
轄
の
南
山
御お
く
ら
い
り
り
ょ
う

蔵
入
領
と

会
津
藩
領
と
に
二
分
さ
れ
ま
す
。
そ
の
境
界
が
八
木
沢
村
と
雀
林
村
の
間
に

設
け
ら
れ
た
た
め
、
両
村
は
長
く
境
界
争
い
や
水
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
支
配
先
が
異
な
る
た
め
の
く
い
違
い
で
あ
っ
て
、
古
く
よ

り
４
つ
の
村
に
あ
る
風
習
や
な
り
わ
い
な
ど
で
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
明
治
に
入
り
４
村
の
合
併
で
生
ま
れ
、
地
区
の
ほ
ぼ
中
心
地
に
あ
っ
た
小
学

校
は
１
１
１
年
続
き
ま
し
た
が
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
平
成
22
年
に
閉
校
。

校
舎
の
一
部
や
体
育
館
な
ど
は
今
も
地
域
で
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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仁王門の藁の蛇

稲荷神社

神明神社祭礼

福
泉
寺
護
摩
祈
祷
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文
化
遺
産
・
集
落
の
宝

−

１
　
赤
沢
地
区
に
は
様
々
な
神
社
仏
閣
、
公
園
や
緑
地
、
山
林
、
自
然
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
地
区
の
共
有
財
産
と
し
て
、
皆
さ
ん
で
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。
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雷
電
山 

法ほ
う
よ
う用

寺

　

観
音
堂
内
に
十
一
面
観
音
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
指
定
文
化
財
の
厨
子
お
よ
び
仏

壇
、
藤
原
期
の
も
の
と
さ
れ
る
仁
王
像
は
会

津
地
方
最
古
と
の
こ
と
。

三
重
塔

　

高
さ
17
ｍ
、
会
津
唯
一
の
木
造
建
築
の
塔

で
す
。
大
同
３
年（
８
０
８
年
）に
建
て
ら
れ
、

現
在
は
３
代
目
の
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。

寺
崎 

稲
荷
神
社

　

集
落
の
東
側
に
あ
る
村
の
鎮
守
で
、
祭
神

は
稲
荷
大
明
神
と
伊
佐
須
美
大
神
宮
。
９
月

19
日
の
祭
礼
に
は
伊
佐
須
美
神
社
宮
司
の
お

祓
い
が
あ
り
ま
す
。
境
内
に
あ
る
石
祠
は
牛

頭
天
王
で
、
７
月
15
日
に
キ
ュ
ウ
リ
を
あ
げ

て
お
参
り
し
ま
す
。

賢
実
山 

佛ぶ
っ
し
ょ
う照
寺

　

寛
文
４
年
（
１
６
６
４
年
）
に
現
在
地
に

移
り
ま
し
た
。
真
言
宗
で
御
本
尊
は
大
日
如

来
。
寺
は
無
住
で
河
東
町
の
延
命
寺
住
職
が

兼
務
し
て
い
ま
す
。

機は
た
お
り織

地
蔵
堂

　
昭
和
初
期
ま
で
各
農
家
で
は
綿
を
栽
培
し
、

糸
に
紡
い
で
布
を
織
り
ま
し
た
。
機
織
り
の

神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
台
山 

福ふ
く
せ
ん泉

寺じ

　

承
保
元
年
（
１
０
７
４
年
）
が
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
る
天
台
宗
寺
院
。
御
本
尊
は
木
造

阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
、
御
開
帳
が
あ
り
ま
す
。

国く
に
見み

神
社

　

明
治
39
年
（
１
９
０
６
年
）
の
「
一
村
一

社
令
」
に
よ
り
国
見
神
社
（
村
社
）
を
創
建

し
ま
し
た
が
、
大
正
９
年
（
1
9
2
0
年
）

ま
で
は
地
区
内
に
６
社
あ
り
ま
し
た
。
祭
祀

は
伊
佐
須
美
神
社
で
す
。

蓋ふ
た
ぬ
ま沼

森
林
公
園

　

蓋
沼
散
策
な
ど
を
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
施

設
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
ほ
か
ロ
グ
ハ
ウ
ス
や

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
も
可
能
で
す
。

大
宝
院
不
動
堂

　

修
験
道
本
山
派
大
宝
院
の
御
本
尊
が
祭
ら

れ
て
い
ま
す
。
文
化
5
年
（
１
８
０
８
年
）

の
堂ど
う
宇う

の
見
事
な
彫
刻
が
必
見
で
す
。

神
明
神
社

　

赤
留
の
総
鎮
守
で
祭
神
は
大お
お
ひ
る
め
の
む
ち

日
霊
貴
命
。

元
朝
詣
り
の
期
間
は
参
道
に
竹
灯
籠
が
並
べ

ら
れ
、
幻
想
的
に
な
り
ま
す
。

十
丈
滝

　

水
山
下
流
に
あ
る
滝
で
、
落
差
約
８
ｍ
。

干
ば
つ
時
に
は
こ
こ
で
雨
乞
い
を
行
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
山
の
湧
水

　
西
山
中
に
は
水
の
源
が
あ
り
ま
す
。集
ま
っ

て
き
た
水
は
十
丈
滝
と
な
り
、
溜
池
に
注
が

れ
、
農
業
用
水
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

意い

が

み
加
美
神
社

　

法
用
寺
境
内
の
奥
に
あ
る
集
落
の
一
番
古

い
鎮
守
で
あ
り
氏
神
で
す
。
五
意
加
美
命
を

祭
神
と
し
、
雨
水
を
司
り
ま
す
。

御お
こ
お
り
も
ち

氷
餅
搗
屋
敷
跡

　

法
用
寺
が
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
頃
に
製

造
が
は
じ
ま
り
、
徳
川
将
軍
家
に
も
献
上
し

た
と
い
う
御
氷
餅
の
製
造
地
跡
で
す
。



雀
林

寺
崎

八
木
沢

赤
留

 
文
化
遺
産
・
集
落
の
宝

−

２地域に根づき、
自分たちの暮らしのリズムで商う
 赤沢地区の先輩移住者の中には、地元で商いを
興されている方々も少なくありません。

　八木沢の「いわなみ家」は築 100 年の古民家
で自家製天然酵母パンを週２回のペースにて製造・
販売しています。時間をかけてゆっくり発酵させる
ので小麦の味わいが引き立つそうです。外側はか
りっと焼き上がり、中の生地がしっとり柔らか。
即座に売り切れるほどの人気です。

「いわなみ家」
https://iwanamike.com/
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菊
ま
つ
り

　

法
用
寺
境
内
に
て
菊
友
会
メ
ン
バ
ー
が
育

て
た
色
と
り
ど
り
の
菊
鉢
を
出
品
展
示
、
品

評
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

水
害
記
念
碑

　
昭
和
31
年（
１
９
５
６
年
）７
月
の
洪
水
で
、

集
落
の
西
に
あ
る
前
坂
堤
に
流
れ
込
ん
だ
土

石
流
が
あ
ふ
れ
、
集
落
内
の
家
屋
50
戸
が
被

害
に
遭
い
ま
し
た
（
写
真
35
ペ
ー
ジ
）。

赤
留
石

　

赤
留
峠
の
下
付
近
に
石
山
（
採
石
山
）
が

あ
り
ま
す
。
良
質
の
安
山
岩
を
産
出
し
、
石

碑
や
門
柱
、灯
籠
、墓
石
な
ど
に
用
い
ま
し
た
。

火
除
地
蔵

　

赤
留
で
江
戸
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
６

回
も
大
火
が
あ
り
、
計
80
軒
が
焼
失
。
火
災

除
け
を
祈
願
し
て
建
立
し
ま
し
た
。

大
洪
水
の
碑

　

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
７
月
の
洪
水

で
集
落
ま
で
流
れ
て
き
た
石
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
国
土
地
理
院
の
自
然
災
害
伝
承
碑
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
留
の
桜
並
木

　
赤
留「
さ
く
ら
会
」が
平
成
16
年（
２
０
０
４

年
）
に
植
栽
を
始
め
た
桜
並
木
。
現
在
８
種

類
が
約
1
㎞
の
道
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

寺
崎
堤つ
つ
み

　
か
ん
が
い
用
水
の
た
め
明
暦
頃（
１
６
５
５

～
１
６
５
８
年
）
設
け
ら
れ
た
皿
池
。
か
つ

て
魚
の
養
殖
に
使
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

土
手
東
に
桜
の
木
が
立
ち
、
か
く
れ
た
名
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
館た
て
跡

　

長
禄
２
年
（
１
４
５
８
年
）
に
池
田
次
郎

俊
久
が
築
い
た
館
の
跡
は
現
在
水
田
に
な
っ

て
お
り
、
館
ノ
前
と
い
う
地
名
に
残
っ
て
い

ま
す
。

只
見
線
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

　

秋
の
稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
、
寺
崎
集
落
の
す

ぐ
脇
を
走
る
只
見
線
は
、「
撮
り
鉄
」
に
好
評

の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

會
津
い
ろ
り
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

手
作
り
感
た
っ
ぷ
り
の
素
朴
な
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
。
全
サ
イ
ト
、
直
火
が
楽
し
め

る
い
ろ
り
が
つ
い
て
い
ま
す
。

八
木
沢 

菜
の
花
畑

　

休
耕
田
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
有
志
に
よ
り
始

め
ら
れ
た
菜
の
花
畑
。
毎
年
５
月
に
は
菜
の

花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

八
木
沢
多
目
的
公
園

　
面
積
３
、６
７
５
㎡
と
、
町
で
一
番
の
規
模

と
眺
め
を
誇
る
農
村
公
園
。
芝
生
で
く
つ
ろ

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蛇
の
御
年
始

　

藁わ
ら

で
作
っ
た
蛇
を
、
子
ど
も
た
ち
が
担
い

で
集
落
の
家
々
を
ま
わ
り
ま
す
。

虎
の
尾
桜

　

法
用
寺
観
音
堂
前
に
立
つ
桜
で
、
会
津
五

桜
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

系
サ
ト
ザ
ク
ラ
の
一
品
種
で
す
。

虎
の
尾
桜
茶
会

　

町
の
観
光
協
会
が
主
催
す
る
、
地
元
社
中

に
よ
る
お
茶
会
。
例
年
4
月
中
下
旬
開
催
。

（写真／小林章吾）
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お
盆
・
お
葬
式

　
か
つ
て
は
濃
厚
だ
っ
た
農
村
集
落
内
の
冠
婚
葬
祭
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
、

お
祝
い
ご
と
に
つ
い
て
は
特
に
集
落
か
ら
の
働
き
か
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会津三十三観音詣で
　会津には江戸時代から、集落
の女性たちが「観

かんのんこう
音講」という

グループを組み、領内の観音堂
を巡って御

ご
詠
えい

歌
か

（和
わ

讃
さん

）を唱え
る習わしがありました。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール 慣例や風習
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［
神
社
］

意い

が

み
加
美
神
社

御
札
拝
受 

５
０
０
円
（
希
望
者
）

幣
束 

１
、５
０
０
円

麓は

山や
ま
神
社

御
札
拝
受 

5
0
0
円
（
希
望
者
）

［
お
寺
］

雷
電
山 

法
用
寺

百
万
遍
ご
祈
祷

1
月
7
日

蛇
の
御
年
始
お
よ
び

蛇
ぶ
ち

1
月

第
２
日
曜
日

お
日
待
・
厄
払
い

1
月
17
日

百
万
遍
（
年
始
会
）

２
月
25
日

文
殊
祭
（
三
重
塔
御
開
帳
）

４
月
17
日

大
般
若

9
月
1
日

麓
山
神
社
祭
礼

10
月
29
日

意
加
美
神
社
祭
礼

12
月
31
日
～

1
月
1
日

元
朝
詣
り

（
意
加
美
神
社
法
用
寺
）

［
お
盆
］
期
間
８
月
15
日
～
17
日

　
８
月
７
日
に
墓
参
り
が
始
ま
り
ま
す
。
寺
よ
り

河か
か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
を
求
め
、
こ
れ
を
お
供
え
し
て
墓
参
り
し

ま
す
。
13
日
に
家
の
門
口
で
稲
藁
を
燃
や
す
迎
え

火
で
祖
霊
を
迎
え
ま
す
。
16
日
は
墓
で
稲
藁
を
燃

や
す
墓
火
焚
き
で
祖
霊
を
送
り
ま
す
。

　
玄
関
に
盆
提
灯
を
下
げ
る
か
は
、
家
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
事
前
の
墓
掃
除
に
特
定
の
日
に
ち

は
あ
り
ま
せ
ん
。

［
葬
儀
］

　
集
落
内
で
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
組
長
に
お
知

ら
せ
し
、
青
年
会
長
と
区
長
に
届
き
ま
す
。
自
治

区
区
長
交
際
費
か
ら
集
落
の
香
典
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

葬
儀
場
を
使
う
の
が
一
般
的
に
な
り
ま
し
た

が
、
準
備
段
階
で
組
内
で
の
手
伝
い
も
あ
る
よ
う

で
す
。
出
棺
の
見
送
り
時
に
は
会
葬
礼
と
し
て
葬

式
ま
ん
じ
ゅ
う
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
告
別
式
の
日
の
午
後
は
村
内
放
送
で
臨
時
農
休

日
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
す
。

［
香
典
の
目
安
］

　

つ
き
あ
い
に
応
じ
て
３
、０
０
０

円
～
１
０
、０
０
０
円
。

親
族
以
外
の
一
般
的
な
金
額
で
す

が
、
か
つ
て
は
「
米
見
舞
い
」
の

風
習
が
あ
り
、
各
家
庭
で
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
た

と
き
の
葬
儀
の
ま
か
な
い
に
使
い
ま
し
た
。
そ
の

名
残
か
ら
、
香
典
袋
に
は
「
米
見
舞
」
と
書
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
辞
退
す
る
家
も
あ
り
ま
す
。

［
う
た
詠
み
］

　
組
内
の
女
性
が
集
ま
っ
て
御
詠
歌
を
詠
み
ま
す
。

移
住
者
の
参
加
も
可
能
で
す
。
亡
く
な
っ
た
方
の

枕
元
で
あ
げ
る
枕
経
に
始
ま
り
、
１
周
忌
頃
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。

［
神
社
］

寺
崎
稲
荷
神
社

幣
束
拝
受

１
体
１
、５
０
０
円
（
希
望
者
）

［
お
寺
］

佛
照
寺　

ご
祈
祷
1
、
０
０
０
円
〜
5
、
０
０
０
円
（
希

望
者
）

1
月

第
3
日
曜
日

御
日
待
神
事

３
月

第
1
日
曜
日

大
般
若
会

4
月
18
日

春
祭
り

7
月
15
日

夏
祭
り
（
牛
頭
天
王
祭
）

7
月
25
日

雷
神
祭

8
月
31
日

二
百
十
日
お
籠
り

9
月
19
日

秋
祭
り
（
お
祓
い
と
幣
束

拝
受
）・
九
月
節
句

［
お
盆
］
期
間
８
月
13
日
～
16
日

　
8
月
7
日
が
墓
参
り
で
、
当
日
は
寺
の
住
職

が
お
経
を
あ
げ
に
家
を
回
り
ま
す
。
13
日
に
迎

え
火
を
行
い
、
14
・
15
日
は
お
墓
で
墓
火
焚
き
。

16
日
に
送
り
火
で
祖
霊
を
送
り
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
各
自
で
掃
除
、
草
刈
り
を
行

い
ま
す
。

［
葬
儀
］

　

集
落
内
で
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
近
隣
の

男
性
2
名
が
口
頭
で
知
ら
せ
て
回
り
ま
す
。

区
長
か
ら
告
別
式
の
前
日
に
集
落
放
送
で
お

知
ら
せ
が
あ
り
、
告
別
式
の
日
は
村
休
み
に

な
り
ま
す
。
各
戸
よ
り
「
村
見
舞
」（
必
須
）

と
し
て
1
、
０
０
０
円
。
返
礼
品
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

当
日
、
会
葬
礼
と
し
て
葬
式
ま
ん
じ
ゅ
う

の
配
布
が
各
戸
に
あ
り
ま
す
。

［
香
典
の
目
安
］

　
各
戸
か
ら
１
、０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

［
う
た
詠
み
］

　
要
望
が
あ
れ
ば
出
棺
前
後
に
、

組
内
の
女
性
が
う
た
詠
み
を
行

い
ま
す
。

［
神
社
］

国
見
神
社

御
札
拝
受
御
日
待
祭
典
札
１
、５
０
０
円
（
希

望
者
）

御
札
拝
受
新
嘗
祭
札
１
、５
０
０
円（
希
望
者
）

［
お
寺
］

三
台
山 

福
泉
寺

護
摩
焚
祈
願
札
木
5
０
０
円
（
希
望
者
）

馬
頭
観
世
音
祭
礼
御
札
３
０
０
円
（
希
望
者
）

年
始
寺
参
り
各
３
、０
０
０
円
（
檀
家
の
み
）

盆
礼
寺
参
り
各
３
、０
０
０
円
（
檀
家
の
み
）

１
月
1
日

国
見
神
社
初
詣

１
月
1
日

福
泉
寺
初
護
摩

３
月
初
旬

薬
師
如
来
春
祈
祷

4
月
20
日

国
見
神
社
御
日
待

5
月
8
日

馬
頭
観
世
音
祭
礼

9
月
11
日

薬
師
如
来
祭
礼

11
月

国
見
神
社
新
嘗
祭

［
お
盆
］
期
間
８
月
13
日
～
16
日

　
墓
参
り
は
7
日
と
決
ま
っ
て
は
い
ま
す
が
、

近
年
は
直
近
の
土
、
日
曜
に
行
く
家
も
あ
る

よ
う
で
す
。
墓
掃
除
は
墓
参
り
の
前
日
ま
で

に
各
自
で
行
っ
て
い
ま
す
。

［
葬
儀
］

　

集
落
内
で
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
組
内
に

知
ら
せ
ま
す
が
、「
和
」
ま
で
回
す
か
は
そ
れ

ぞ
れ
で
、
一
緒
に
顔
出
し
す
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
区
長
へ
は
本
人
宅
か
ら
葬
儀
日

程
を
届
け
ま
す
。
町
内
会
費
か
ら
の
香
典
は

１
、０
０
０
円
。
返
礼
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
葬
礼
は
「
和
」
に
よ
っ
て
は
葬
式
ま
ん

じ
ゅ
う
の
代
わ
り
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
配
布
が

あ
り
ま
す
。

［
香
典
の
目
安
］

　
３
、０
０
０
円
～
５
、０
０
０
円
（
任
意
）

［
う
た
詠
み
］

　

宗
門
か
ら
す
る
と
う
た
詠
み

供
養
が
本
筋
で
、
要
望
が
あ
れ

ば
観か
ん
の
ん
こ
う

音
講
仲
間
で
詠
み
ま
す
が
、

最
近
は
依
頼
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

［
神
社
］

神
明
神
社

御
札
拝
受
５
０
０
円

（
希
望
者
）

氷
川
神
社

御
札
拝
受
５
０
０
円
（
希
望
者
）

［
お
寺
］

大
宝
院 

不
動
堂

御
札
拝
受
５
０
０
円
（
希
望
者
）

1
月　
初
詣

初
詣

1
月
5
日

お
日
待
・
厄
払
い

2
月
上
旬

初
午
祭

5
月
上
旬

地
蔵
尊
縁
日

7
月
14
日

氷
川
神
社
祭
礼

9
月
2
日

神
明
神
社
祭
礼

9
月
3
日

不
動
尊
祭
礼

［
お
盆
］
期
間
８
月
13
日
～
16
日

　
墓
参
り
は
8
月
10
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
直
近
の
土
、
日
曜
に
行
く
家
も
あ
る

よ
う
で
す
。
墓
掃
除
は
墓
参
り
の
前
日
ま
で

に
各
自
で
行
い
ま
す
。

　

13
日
に
家
の
入
口
で
藁
を
燃
や
し
、
迎
え

火
で
祖
霊
を
迎
え
ま
す
。
16
日
に
は
仏
壇
に

供
え
た
ナ
ス
馬
を
墓
に
供
え
て
祖
霊
を
送
り

ま
す
。

［
葬
儀
］

　

集
落
内
で
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
組
内
に

お
知
ら
せ
が
回
り
ま
す
。
隣
組
の
手
伝
い
が

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

集
落
か
ら
の
香
典
は
１
、０
０
０
円
～
２
、

０
０
０
円
で
返
礼
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
会
葬
礼
の
葬
式
ま
ん
じ
ゅ
う
配
布

も
あ
り
ま
せ
ん
。

［
香
典
の
目
安
］

　
３
、０
０
０
円
～
５
、０
０
０
円
（
任
意
）

［
う
た
詠
み
］

　
組
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

要
望
が
あ
れ
ば
組
内
の
女
性
が

行
い
ま
す
が
近
年
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

御幣をおさめる
（屋内）

幣束
（火の神様と水の神様）

稲荷

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール 消えつつある

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール 消えつつある

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール 消えつつある

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール 消えつつある



雀
林

寺
崎

八
木
沢

赤
留

 
年
間
イ
ベ
ン
ト

　
赤
沢
地
区
全
体
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
「
新
春
の
集
い
」
と
「
地
区
運
動
会
」。

そ
の
ほ
か
集
落
そ
れ
ぞ
れ
で
お
祭
り
す
る
神
社
や
お
寺
の
伝
統
行
事
、
集
落
人
足
作
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルールゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール慣例や風習

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール

27 26

1
月
7
日

蛇
の
御
年
始

お
よ
び
蛇
ぶ
ち

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
中
旬

新
春
の
集
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
中
旬

歳
の
神

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
14
日

お
日
待
・
厄
払
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

２
月

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

3
月

第
2
日
曜
日
自
治
区
決
算
総
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

3
月

第
3
日
曜
日
協
議
費
徴
収　

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月

第
2
日
曜
日
自
治
区
予
算
総
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月
中・下
旬
虎
の
尾
桜
茶
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

5
月
3
日

堀
払
（
午
前 

小
堀
払

い
・
午
後
組
単
位
大

堀
払
）

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

5
月

第
2
日
曜
日
皐
月

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月

第
2
日
曜
日
第
１
回
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月

第
2
日
曜
日
第
２
回
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

８
月
上
旬

道
路
美
化
運
動

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月

赤
沢
地
区
運
動
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月

第
3
日
曜
日
御
日
待
神
事

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
中
旬

新
春
の
集
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
中
旬

歳
の
神

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

２
月

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

2
月
中
旬

集
落
立
替
分

後
期
徴
収

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

３
月
上
旬

大
般
若
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

3
月
中
旬

寺
崎
自
治
区
総
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月
上
旬

大
堀
・
小
堀
・

堰
上
げ
・
草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月
中
旬

堰
上
げ

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月
18
日

春
祭
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月
中
旬

第
１
回
堤
・

大
堰
堀
草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月
中
旬

第
１
回
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月
15
日

牛
頭
天
王
祭
・

お
宮
掃
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月
中
旬

第
２
回
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月
25
日

雷
神
祭

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

8
月
上
旬

道
路
美
化
運
動

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

8
月
上
旬

第
２
回
堤
・

大
堰
堀
草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

8
月
31
日

二
百
十
日
お
籠
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月

赤
沢
地
区
運
動
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月
中
旬

第
３
回
堤
・

大
堰
堀
草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月
中
旬

集
落
立
替
分

前
期
徴
収

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月
19
日

秋
祭
り
・
九
月

節
句
・
お
宮
掃
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

11
月
3
日

堤
干
し
・
生
物
調
査

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

12
月
上
旬

集
落
立
替
分

中
期
暮
割
徴
収

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

村
休
み

休
日
一
覧
表
配
布

（
多
忙
時
は
区
長
の
許

可
を
得
る
）

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

１
月
1
日

国
見
神
社
初
詣

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

１
月
1
日

福
泉
寺
初
護
摩

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

１
月
中
旬

新
春
の
集
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
中
旬

歳
の
神

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

２
月

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

３
月
中
旬

春
季
通
常
総
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月

電
気
柵
の
取
付
け

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月

直
播
栽
培

代
掻
き
用
入
水

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

４
月
中
旬

大
堰
払
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月
20
日

国
見
神
社
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

5
月

直
播
栽
培
除
草
剤

散
布
前
の
入
水

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

5
月
8
日

馬
頭
観
世
音
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月

中
間
農
道
の

草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月
下
旬

堤
・
墓
道
の

草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

8
月
上
旬

道
路
美
化
運
動

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月

赤
沢
地
区
運
動
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月

中
間
農
道
の

草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月
11
日

薬
師
如
来
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

11
月

国
見
神
社
新
嘗
祭

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

11
月

電
気
柵
の
取
外
し

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

毎
月

第
2
水
曜
日
八
木
沢

つ
ど
い
の
場

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

村
休
み

農
作
業
休
み
な
し

1
月

初
詣

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
5
日

お
日
待
・
厄
払
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
中
旬

新
春
の
集
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

1
月
中
旬

歳
の
神

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

２
月

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

2
月
上
旬

初
午
祭

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

3
月
中
旬

自
治
区
総
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月

電
気
柵
の
取
付
け

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

4
月
中
旬

作
場
道
つ
く
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

5
月
上
旬

地
蔵
尊
縁
日

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

5
月
上
旬

協
議
費
徴
収

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月

水
路
等
の
草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

6
月
中
旬

第
１
回
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月
12
日

溜
池
の
草
刈
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月
14
日

氷
川
神
社
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

7
月
下
旬

第
２
回
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

8
月
上
旬

道
路
美
化
運
動

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月

赤
沢
地
区
運
動
会

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月
2
日

神
明
神
社
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

9
月
3
日

不
動
尊
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

11
月
中
旬

大
堀
払
い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

11
月

電
気
柵
の
取
外
し

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

毎
月

第
1
土
曜
日
つ
ど
い
の
場

（
長
寿
会
）

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

村
休
み

な
し

9
月
1
日

麓
山
神
社
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

10
月
下
旬
～

11
月
上
旬

法
用
寺
菊
ま
つ
り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

10
月
29
日

意
加
美
神
社
祭
礼

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

11
月

第
2
日
曜
日
協
議
費
中
間
徴
収

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

12
月
31
日
～

1
月
1
日

元
朝
詣
り
（
意
加
美

神
社
法
用
寺
）

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール

村
休
み

休
日
一
覧
表
配
布

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール
法用寺菊まつり（10 月下旬〜 11 月上旬）

二百十日お籠り（8 月 31 日）

薬師如来祭礼（9 月 11 日）

神明神社祭礼（9 月 2 日）



雀
林

寺
崎

八
木
沢

赤
留

義
務
人
足
（
全
戸
参
加
）

５
月
3
日	

堀
払
い

午
前
は
小
堀
を
、
午
後
は
組
単

位
で
大
き
な
堀
を
払
い
ま
す
。　

７
月
上
旬	

沼
や
各
溜
池
の
草
刈
り

組
単
位
で
溜
池
の
土
手
周
り
を

草
刈
り
し
ま
す
。
賦
課
金
は
組

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

［
欠け
つ
え
き役
料
］
2
、
０
０
０
円　

任
意
人
足　
な
し

区
分
人
足　

４
月
下
旬	

春
道
人
足

田
植
前
に
農
道
の
傷

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を

直
す
。

６
月
下
旬	

農
道
砂
利
敷

10
月
上
旬	

秋
道
人
足

稲
刈
前
に
農
道
の
傷
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
直
す
。

 
人に
ん
そ
く足
仕
事

　
人
足
仕
事
と
は
「
地
域
の
安
全
と
美
観
を
守
り
、
集
落
を
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
大
切
な
住
民
参
加
の
共
同
作
業
で
す
。

各
世
帯
か
ら
必
ず
一
人
は
参
加
し
、
農
道
等
の
補
修
作
業
や
清
掃
作
業
な
ど
、
集
落
に
必
要
な
共
同
作
業
を
行
い
、
環
境
を
守
る

作
業
で
、
日に
ち
え
き役

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、
面
識
を
作
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

田
ん
ぼ
所
有
の
有
無
で
免
除
さ
れ
る
作
業
や
、
手
当
が
付
く
作
業
も
あ
り
ま
す
。

●
義
務
人
足
…
全
戸
参
加
必
須　
●
任
意
人
足
…
参
加
自
由　
●
区
分
人
足
…
農
家
中
心

義
務
人
足
（
全
戸
参
加
）

※
一
人
１
時
間
１
、０
０
０
円
支
給

４
月
上
旬	

田
ん
ぼ
の
水
路
の
堀
払
い
等

年
３
回
（
６
月
・
８
月
・
９
月
）

	

溜
池
の
堤
・
大
堰
等
の
草
刈
り

8
月
の
町
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

ゴ
ミ
拾
い
（
草
刈
り
と
共
に
）

［
欠
席
料
］
な
し

任
意
人
足
（
保
全
会
員
）

9
月
中
旬	

集
落
内
農
道
の
砂	

	

利
敷
、
集
落
内
の

花
壇
へ
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
等
の
植
栽

5
〜
10
月
に
か
け
て
3
、
4
回

農
道
の
草
刈
り
（
乗
用
草
刈
機

使
用
）、

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
一
人
１
時
間
１
、０
０
０
円
支
給

7
月
15
日
と
9
月
19
日　
お
宮
の
草
む
し
り

※
支
給
な
し

区
分
人
足　
な
し

義
務
人
足
（
全
戸
参
加
）

※
一
人
１
時
間
１
、０
０
０
円
支
給

４
月
中
旬	

大
堰
払
い

	

半
日
が
か
り
で
堰
上
げ
作
業

７
月
下
旬	

堤
と
墓
道
の
草
刈
り

［
欠
席
料
］
４
、０
０
０
円

任
意
人
足

※
一
人
１
時
間
１
、０
０
０
円
支
給

４
月	

電
気
柵
の
取
付
け

	

各
和
６
名
程
度
参
加
に
て
半
日
作
業

６
月	

中
間
農
道
の
草
刈
り

	

各
和
７
名
程
度
参
加
に
て
半
日
作
業

6
・
9
月　
集
落
内
の
大
き
な
道
路
の

　
　
　
　
　
草
刈
り
（
大
型
機
械
）

９
月	
中
間
農
道
の
草
刈
り

	
各
和
７
名
程
度
参
加
に
て
半
日
作
業

11
月	
電
気
柵
の
取
り
外
し

	

各
和
６
名
程
度
参
加
に
て
半
日
作
業

区
分
人
足

※
一
人
１
時
間
１
、０
０
０
円
支
給

４
月	

直
播
栽
培　

	

田
ん
ぼ
へ
代
掻
き
用
入
水

	

各
和
１
名
参
加
に
て
一
日
作
業

５
月	

直
播
栽
培　

	

田
ん
ぼ
へ
の
除
草
剤
散
布
前
の
入
水

	

各
和
１
名
参
加
に
て
一
日
作
業

随
時
／
砂
利
敷
な
ど
農
道
の
整
備
と
、
水
路

	

の
整
備
は
要
望
に
応
じ
て
対
応
。

	

各
和
参
加
者
は
輪
番
制
な
ど
、
和
に

	

よ
っ
て
決
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

義
務
人
足
（
全
戸
参
加
）

４
月
中
旬	

作
場
道
づ
く
り

	

３
時
間
程
度

７
月
12
日	

溜
池
の
草
刈
り

	

2
時
間
程
度

11
月
中
旬	

大
堀
払
い

	

３
時
間
程
度

［
欠け

っ
き
ん勤
料
］
２
、５
０
０
円

（
75
歳
以
上
の
世
帯
は
1
、
２
５
０
円
）

任
意
人
足

４
月	

電
気
柵
の
取
付
け

	

半
日
作
業

６
月	

水
路
等
の
草
刈
り

	

半
日
作
業

11
月	

電
気
柵
の
取
り
外
し

	

半
日
作
業

区
分
人
足　
な
し

人足スタイル！
　参加にあたっては、汚れても良い動きやすい服
装で参加しましょう。軍手は必須で、作業によっ
てはゴム長靴にゴム手袋が必要な場合もあるの
で、確認を。暑い時期は帽子、汗拭きタオル、
水分補給のドリンクもお忘れなく。
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区長元のみで行う「堰上げ」分水板取り外し（雀林／9月上旬）

電気柵（八木沢）

溜池の草刈り（赤留）

花壇の植栽（赤留）

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルールゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルールゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルールゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルールゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルールゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール



会
津
の
郷
土
料
理

山
々
に
囲
ま
れ
た
内
陸
部
の
会
津
に
は
、
独
自
の
食
文
化
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
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干し柿
　渋柿を乾燥させることで渋みが無くなり、甘味が凝縮されます。皮をむいて軒先
などに干して作るドライフルーツの一種です。干し柿表面の白い粉は糖分が結晶化
したものです。

菜種油
　八木沢集落で栽培収穫さ
れた菜種を、時間をかけ圧搾
した無添加の油です。くせが
少ない菜種油は熱に強く酸化
しにくく、揚げ物に使うとカ
ラっと仕上がります。

（写真／八木沢菜の花工房）

ゼンマイの煮物
　ゼンマイはおもに奥山など
で採取され、天日干しの保
存食材として用いられてきま
した。 水で戻し、油揚げや
糸こんにゃくと一緒に醤油味
で煮込みます。

ざくざく煮
　大晦日や節分に欠かせない料理で、
お祭りや節句にも作られてきました。
干ししいたけと田作りでダシをとり、
里芋や人参、大根、ゴボウなどの根
菜類、こんにゃく等を入れる汁物です。

切り干し大根
凍み大根

　切り干し大根は細切りにし
た大根を干して乾燥させたも
ので、凍み大根は１㎝位の輪
切りにし、茹でて夜間の氷点
下にさらし凍結と乾燥を繰り
返したもの。どちらも煮物な
どに使用します。

凍み餅
　餅を水に浸して凍らせ寒風に晒

さら
し乾燥。そ

れを砂糖醤油につけて揚げた保存食。細か
く砕いて油で揚げ、醤油味などで食べるおか
きもあります。

（写真／八木沢菜の花工房）

馬刺し
　会津の馬刺しは高たんぱく低カロリーで、ヘ
ルシーながら栄養価抜群の赤身が主流です。
さっぱりと味わえる辛味噌醤油で食します。

とうふ餅
　豆腐を潰して砂糖、醤油で炒めたも
のを餅と混ぜ合わせて食します。

いももち
　じゃがいもを潰し、片栗粉をまぶし
て焼いた料理です。

（写真／八木沢菜の花工房）

にしんの山椒漬け
　海から遠い内陸地・会津の伝統的な保存
食です。古くは新潟から川を遡って運ばれた
乾物のうち、身欠きにしんを山椒の葉と醬油
や酢などに漬け込んだ味わい深い料理です。

こづゆ
　会津各地で食される代表的料理で、
祝い膳などに供されてきました。きく
らげや里芋、人参、糸こんにゃく、豆
麩など具だくさんで、干し貝柱でダシ
をとる上品な味わいの汁物です。

高田梅漬け
　実が大きくなるほど果肉が厚くなるのが特
徴で、ゴルフボール程の大きさにもなる梅を
カリカリの甘漬や、梅干しにします。昔は各
家庭の庭に高田梅が１本はありました。

わらびの醤油漬け
　春の味覚を代表するわらびは、若芽を摘ん
で食用にするとほのかな苦みと独特の食感が
特徴の山菜です。茹でてアクを抜いたわらび
は醤油漬けにして食します。

笹巻き
　浸水し、水を切ったもち米を粒のまま笹に
包んで蒸かしたものです。笹には抗菌性があ
ることから保存・携帯食に用いた昔の知恵。
笹を開き、きなこ砂糖をまぶして食します。
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毎
日
を
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
集
落
や
組
単
位
で
守
り
た
い
、

い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

軽度生活援助事業（除雪）
　高齢者世帯等、日常生活上の支援が必要と
される世帯へ、玄関から道路までの必要最小
限の除雪等の支援があります。

町の補助メニュー
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■消防団
　各集落には住民で構成される消防団がありま
す。近隣の火災出動とお知らせ・報告、年 1
回の消防検閲、春と秋の年２回、消防車の巡
回にて注意喚起が行われます。消防屯所に防
災無線が設置されていることが多いので、集
会所と併せて有事の防災対応拠点となります。

■凍結防止
　外気温がマイナス 4℃以下になると、水道凍
結の恐れがあります。水道管破裂を招くことも
あるので、事前の水抜きや電熱ヒーターの設置
を検討してください。

■除雪
　会津美里町の主要道は、10㎝の積雪が見込まれると夜間
に除雪車が出動し、通学路の歩道も含めて朝 7 時頃を目安
に除雪が概ね終了します。
1. 自宅敷地や屋根からの落雪は道路に出さない
2. 側溝への雪捨ては下流に洪水を招くので少量ずつ流す
このほか各集落で決められた除雪ルールを守りましょう。

■野生動物対策
　近年、集落近くまで野生のクマやイノシシなどが
出没し、農作物に大きな被害を与えています。山歩
きや農作業時には遭遇に十分気をつけてください。
　春から秋の活動期には集落周辺への侵入を阻むた
め山沿いに電気防護柵が設置されます。人体に大き
な影響はありませんが、触れるとビリッとしますので
ご注意ください。

電気柵

自宅周辺は自分たちで除雪する（寺崎）

熊のフンも出没の目印になる

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール
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自然災害伝承碑
　昭和 31 年（1956 年）7 月の大雨
により発生した土石流災害を忘れない
ようにと、雀林や赤留には石碑がモニュ
メントとして建てられています。

大雨・土砂災害時の避難場所
（土砂災害警戒地外にある建物や鉄筋コンクリート２階建施設など）
　町で指定する避難施設にたどり着く前に被災する可能性を想定し、
各集落では別途近傍に避難場所も想定しています。
　今後、各集落では避難行動の方法を話し合う必要がありそうです。
雀　林  旧赤沢小学校体育館　
寺　崎  集落センター→じげんプラザへ
八木沢  高田中学校
赤　留  水稲育苗施設

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール 考え中
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　日本列島の成り立ちや近年の気候環境の変化により、日本全国のどこにでも災害の発生するリ
スクがあります。赤沢地区はかつて大雨による河川氾濫や溜池決壊などで大きな被害がもたらさ
れました。
　周辺の危険箇所は常に念頭に置き、町からの避難の呼びかけには速やかに対応したいものです。

■溜池（堤）
　かつて農業用水を確保するために水を
貯えて取水設備を備えた人工の池が点在
します。山沿いの３地区には自然の地形
を活かした谷池があり、山から離れた寺
崎には皿池があります。毎年、これらを
安全に保つための水抜きや草刈りなどの
人足仕事があります（28 ページ）。大雨
時には土砂災害と併せ注意が必要です。

会津美里町
ハザードマップ

■土砂災害警戒地域
　寺崎集落を除く3 集落には、山沿いに福
島県が調査・指定した土石流特別警戒区域
があります。大雨や地震などで急傾斜地の
崩壊等が発生した場合に、危険が生じるお
それがあると認められる区域です。お住まい
の場所がエリアに該当するかを、事前にハ
ザードマップで確認しましょう。

■活断層
　会津盆地はその東縁と西縁に活断層の存
在が認められています。赤沢地区の位置す
る盆地西側には「会津盆地西

せいえん
縁断層帯」が

走っており、慶長 16 年（1611 年）の慶長
会津地震の時に活動したものと考えられてい
ます。八木沢に山崩れを起こし、法用寺に
も被害を与えたといわれます。今後もマグニ
チュード７.４程度の地震が発生する可能性が
想定されており、西側が東側に対して４～５
ｍ程度持ち上がるなどの可能性も指摘され
ています。

（文部科学省地震調査研究推進本部サイト参照）

■自主防災会
雀　林  なし（検討中）
寺　崎  なし（消防団対応）
八木沢  八木沢自主防災会
赤　留  赤留自主防災会

土砂災害等表示板

赤留の滝峠溜池

雀林の水害記念碑

問合せ先　
会津美里町総務課防災情報係 ☎ 0242-55-1119

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール



 なりわいと農地 暮らしのアドバイス
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資源保全
　食料の安定供給の基盤である農地・農業用水
や農村の自然環境、景観などの資源を良好な状
態で保全管理するため、国の交付金を活用し水
路の草刈りや堀り上げ、農道の砂利敷き等の整
備、道路沿いの花壇の植栽、獣害防止のための
電気柵設置などを行っています。
　各集落・組単位などで人足作業として行うか、
集落の任意団体に
委託されることも
あります。

農地利用
　区画整備された田では直

ちょくは
播による水稲の栽培

が盛んです。畑は家庭菜園として利用されてい
ることが多いです。
　農地を取得する場合、または借りる場合は要
件があるため、町農業委員会にご相談ください。
また、農業をはじめてみたいという方は町産業
振興課までご相談ください。

問合せ先
○会津美里町農業委員会☎ 0242-56-3934
○会津美里町産業振興課☎ 0242-55-1191

特産品
　農業中心の赤沢地区の特産は米。雀林はキュ
ウリ、インゲン、きのこ、リンゴ、みしらず柿。
寺崎はアスパラ、インゲン。八木沢はキュウリ、
インゲン、アスパラ、柿、リンゴ、ブドウ。赤
留はキュウリ、インゲンなども盛んです。
　八木沢の菜の花畑では国産改良種「キザキノ
ナタネ」を播種、無農薬で栽培しています。昔
ながらの玉締め圧搾法にこだわり、手作りで仕
上げています。町の特産品として好評を得てい
ます。

教　育
　会津美里町には認定こども園 5 カ所、小学校および
児童クラブが４カ所、中学校３カ所、高等学校が１校
あります。赤沢の子どもたちは、高田小学校・高田中
学校に通います。
※会津美里町の認定こども園、子育て支援センター、
小・中・高等学校の問合せ先については 47 ページを
参照ください。

買い物
　地区内では、雀林に酒店が一軒あります。近隣の高
田地区には商店街やスーパー、ドラッグストア、コン
ビニエンスストアがあり、食料品や日用品を購入でき
ます。農産物直売所もあり、季節ごとの新鮮な野菜や
果物、加工食品などを買うこともできます。
　近隣のスーパーの有料配達エリアになっており、
コープの会員制食材宅配車も週 1 回配達があります。

医療機関
　町内には病院や内科系の診療所が複数あり、隣接す
る会津若松市には総合病院もあります。また、歯科医
院も５カ所あります。
　救急の場合でも町の中心地に会津美里消防署があり
ますので、会津若松市の救急受入先まで 20 分ほどで
向かうことができます。

通信インフラ
　インターネット環境は、町全体に光回線が敷かれて
います。また、携帯電話の電波も人が住む地域では
ほぼ繋がります。一般家庭で利用できる公設民営の
Wi-Fi もあります。
※一部機種によって高速通信用電波（LTE など）が入
らない地域あり。

ベーシックプラン･･･････････････ 1,980 円／月
シニアプラン（65 歳以上）･････････550 円／月
ジュニアプラン（小・中学生同居家庭限定）
　　　　　　　　　　　　 ･････････500 円／月

燃やせるごみ…毎週火・金曜日
燃やせないごみとプラ製容器包装…毎週水曜日
古紙・衣類・紙製容器包装…隔週月曜日
びん類・ペットボトル・缶…隔週木曜日
粗大ごみ…申込制（隔月受付日に粗大ごみの幅・
奥行・高さ）を測って電話にて申し込む）

問合せ先
○会津美里町町民税務課 生活環境係☎ 0242-55-1166

ごみ収集
　家庭ごみについては分別収集を行っています。収集
日の朝８時までに指定の場所に出してください。ごみ
は透明または半透明のごみ袋・レジ袋などに入れてく
ださい。ごみ捨て場所は雀林 4 カ所、寺崎は 3 カ所、
八木沢 4 カ所、赤留は 3 カ所にあり、各集落ともごみ
当番はありません。



39 38

妊婦全戸訪問事業
妊婦さんのご家庭にこども家庭支援員
や保健師が訪問し、出産・育児の相談に
応じ、安全・安心な出産・子育てをお手伝
いします。

産後ケア事業
出産後の育児不安等の軽減のため、県
内の助産院で「宿泊ケア」及び「日帰りケ
ア」のサービスが受けられます。
※一部自己負担あります

乳児家庭全戸
訪問事業

赤ちゃんが生まれたご家庭に保健師が
訪問し、発育・発達の確認や子育て相談
及び予防接種や健康診査などの説明を
行います。

こんにちは
赤ちゃん用品
購入助成事業

赤ちゃんの健やかな成長をお手伝いす
るため、1歳未満の赤ちゃんを養育して
いる方へ、赤ちゃん１人あたり1万円分

［助成券1，000円×10枚］のおむつ用
品購入費を助成します。

乳幼児の
健康診査・相談

乳幼児の発育・発達の節目ごとに健康診
査（医師による診察あり）や健康相談を
実施します。  ※対象者には個別通知に
てご案内します。また、6、7ヵ月児健康
相談において絵本をプレゼントする「ブッ
クスタート事業」を行います。

よい歯の健康相談 
1歳から4歳までのお子さんを対象に、
概ね6ヵ月に1回フッ化物歯面塗布を実
施します。

子育て支援品
支給事業

赤ちゃんの健やかな成長を願い、生後
2ヵ月を経過した赤ちゃんの保護者に対
し、木のおもちゃセットをプレゼントしま
す。

児童クラブ

放課後等に保護者が就労などで家にい
ない家庭の小学校児童を対象に、授業
終了後や夏休みなどに小学校区ごとに
設置の児童クラブで預かります。
※ 利 用 料 は 無 料 。お や つ 代 等 が 月
2,000円程度。

［延長利用18時〜19時・有料（1回200
円、月2,500円上限）・要申請］

スクールバスの
運行

通学する小学校から概ね2km以上離れ
て住む児童と、通学する中学校から概
ね4km以上離れて住む生徒を対象に、
スクールバスを運行します（地区指定あ
り）。

特別支援教育
支援員の配置

学校生活において特別な支援が必要な
児童・生徒を対象に、学習等を支援する
ための支援員を配置しています。

暮らしと家族をサポートする町からの各種支援

（ 各種サポート ）　地区共通情報

主な問合せ先	 こども家庭支援室 	 ☎ 0242-55-1145
	 こども教育課こども教育係	☎ 0242-55-0344

主な問合せ先	 こども家庭支援室 	 ☎ 0242-55-1145　
	 健康ふくし課社会福祉係 	☎ 0242-55-1145
	 こども教育課こども教育係 	☎ 0242-55-0344

子育て　妊娠出産～小学校入学

子育て　小学校入学～中学校卒業

出産・子育て
応援給付金

妊娠届出や出生届出をされた妊産婦さ
んに対し、応援給付金を支給します。［出
産応援給付金5万円・子育て応援給付金
5万円］

ミルキー教室 
0～1歳の乳幼児とご家族を対象に、子
育て相談や離乳食・栄養相談、親子の交
流の場として年10回開催します。

のびのび教室 
未就園の乳幼児とご家族を対象に、自
由遊びや身体測定、子育て・栄養相談な
どをすくすくハウスで行います。  

認定こども園

就労等でお子さんの保育を必要とする
場合、保護者に代わって保育を行いま
す。保育時間を超えて利用が必要な場
合は延長保育［19時まで・有料・要申請］
を実施しています。また、各認定こども
園で子育て支援事業を行っています。

子育て
支援センター

就学前のお子さんとご家族を対象に、す
くすくハウスにて集える場所の提供や、
子育て相談、各種イベントを行います。
また、１歳児から有料［４時間1,000円、
８時間2,000円］で一時預かり［要事前
予約・昼食持参制］を実施しています。
また、子育て中の家庭を訪問・支援する

「ホームスタート事業」も実施していま
す。
※運営はNPO法人子育てネットワーク

「ぽけっと」（☎0242-54-6648）

子育て支援金
支給事業

子育て世帯への家計支援として、小学校
入学児童および中学校入学生徒の保護
者へ3万円、中学校卒業生徒の保護者へ
5万円の支援金を支給します。

英語指導助手
（ALT）の配置

小・中学校の児童・生徒を対象に、英語担
当教諭と英語指導助手（ALT）との学習
授業を通して異文化に親しむ取り組みを
します。
主な問合せ先
こども教育課こども教育係 

☎0242-55-0344　
こども教育課総務係 

☎0242-55-0344

こどもの医療費
無料化　

会津美里町に住所がある０歳から18歳
までのお子さんを対象に、入院・通院の
自己負担分が無料となります。
※入院時の規定の食事代も含まれます

多子世帯保育料
軽減事業

中学校３年生までの範囲において、最年
長の子どもから順に２人目以降の子ども
が認定こども園を利用している場合、利
用者負担額が第２子は半額、第３子以降
については無料となります。

生涯学習活動
事業

さまざまな年齢層を対象に、高田・本郷・新
鶴の３地域において多様な学習講座、講演
会、スポーツ大会などを実施しています。

特定健康診査・
がん検診実施

国保特定健診、肺がん検診、胃がん検診、乳
がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、骨
粗しょう症検診等を行います。

体づくり教室
町民を対象に、年12回３地域で体づくり教
室を実施します。
◎参加無料　◎午後１時30分～３時

こころの健康
相談

ご自身やご家族の悩みでこころの健康が気
になる方を対象に、年11回保健センターに
て精神科医師・臨床心理士による相談を実
施します。
◎参加無料 ※事前申込が必要です　
◎午後１時30分～４時30分

結婚生活支援
事業

新婚世帯の新たな生活を支援するため、夫
婦ともに39歳以下の、所得合計が500万円
未満の世帯に、賃貸住宅の居住費、引越し
費用、住宅のリフォーム費用を補助します。
補助額は、夫婦ともに39歳以下の世帯は上
限30万円、夫婦ともに29歳以下の世帯は
上限60万円となります。

高齢者の
安否確認

緊急通報システム事業
高齢者のみの世帯や重度身体障がい者の
方などに、急病等の緊急事態への対応や安
否確認のため、緊急通報装置を貸し出しま
す。
配食サービス事業
調理が困難な高齢者のみの世帯に、平日の
希望する曜日に見守りを兼ねた夕食(弁当）
を宅配提供し、健康の保持及び自立生活を
支援します。

軽度生活援助
事業

高齢者世帯等を対象に家事援助、除雪など
簡易な日常生活等の援助を行います。

高齢者
生きがい活動
支援通所事業

介護認定等を受けていない高齢者の方に、
介護予防のための生活指導やレクリエー
ション等を提供します。

予防接種

対象の
高齢者に対し
て定期予防接
種を行います。

高齢者肺炎球菌
該当者に個別通知にてご案内します

（一部自己負担あり）
高齢者インフルエンザ
対象：65歳以上の方と、60歳～65歳未満の
身体障がい者手帳１級保持者で心臓・肺・腎
障害をもつ方（一部自己負担あり）

うんどう教室
中・高齢者（会場まで自力で参加できる方）を
対象に、体力の低下を防ぐための運動教室
を開催します。  
※各会場にて午前10時～11時開催

家族介護用品
購入助成券
支給事業

在宅において、寝たきりの高齢者を介護し
ている家族等に対して、紙おむつ等を購入
できる助成券（上限3,000円/月）を支給しま
す。

おとな支援

公共下水道等
接続工事への

助成

助成対象区域内において、専用住宅及び個
人所有共同住宅の合併処理浄化槽、単独処
理浄化槽または汲み取り式便所を廃止して、
新たに排水設備工事を行う方を対象に、最大
27万円の助成を行います。

トイレ水洗化
改造費用の

助成

下水道処理区域内の排水設備及び既存トイ
レを水洗式に改造する工事を、供用開始日か
ら３年以内に行う方を対象に最大6万円の助
成を行います。

合併処理浄化
槽設置費用の

補助

一般専用住宅と店舗等を併設した一般住宅
（住宅部分の延床面積が２分の１以上の場
合）で、合併処理浄化槽設置工事を行う方を
対象に、39万円～66万円（浄化槽の人槽に
よって異なります）の助成を行います。　
※公共下水道・農業集落排水の供用開始区域
および公共下水道認可区域は除く

住居系
主な問合せ先　建設水道課上下水道係 	 ☎ 0242-55-1181

創業実現の
支援

新たに町内で創業または事業継続を希望され
る方を対象に、創業等に要する経費の一部を
補助します。また、商店街の空き店舗を活用す
る方を対象に、賃貸料や改修費の一部を補助
します。

新規就農者
への支援
補助事業

定年就農者・新規就農者・夫婦就農者を対象
に、就農時の資材経費や技術取得に係る経費
の一部を補助します。

六次化産業化
の支援補助

事業

六次化に取り組んでいる農業者を対象に、販
路拡大をするために必要な経費の一部を補助
します。

事業引継ぎ
支援

創業・起業・事業引き継ぎに関する相談につい
て、専門の相談員が対応します。
福島県事業引き継ぎ支援センター

☎024-954-4163

事業系
主な問合せ先	 産業振興課商工観光係	 ☎ 0242-55-1191
	 産業振興課農政係 	 ☎ 0242-55-1191

相談支援
障がいのある方、その家族からの相談に応じ
て必要な情報の提供を行います（相談支援事
業所の専門員が相談に応じます）。

移動支援 屋外での移動が困難な場合の移動を支援し
ます。

訪問入浴
サービス

家庭内で入浴が困難な方に対して、移動入浴
車による入浴介助を行います。

日中一時
支援

日中活動できる場を提供し、家族の就労支援
及び介護負担の一時的な軽減を図ります。

障がい者の
就労支援

共同作業所での就労を通して、社会活動へ参
加できるように支援します。
・共働作業所ピーターパン

　☎0242-93-9357
・共同作業所希来里（きらり） 

 ☎0242-54-6689

障がい者支援
主な問合せ先	 健康ふくし課社会福祉係 	☎ 0242-55-1145
	 生涯学習課 	 ☎ 0242-54-2368

主な問合せ先	 生涯学習課 	 ☎ 0242-54-2368
	 健康ふくし課保険年金係	☎ 0242-55-1145
	 健康ふくし課健康増進係 	☎ 0242-55-1145



集
落
の
風
景

只見線列車と法用寺（写真／会津美里町観光協会）

蓋沼森林公園から見た雲海（写真／岩波友紀）

八木沢の歳の神（写真／岩波友紀）

八木沢の菜の花と磐梯山（写真／大久保善人）
秋の法用寺

赤留集落の不動堂

冬の寺崎堤

田園を走る只見線。右下に寺崎集落が見える（写真／山内久良）
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自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

長
谷
川　
寺
崎
の
長
谷
川
で
す
。
１
９
９
６
年

10
月
に
来
ま
し
た
。
宿
泊
業
を
始
め
た
い
と
約

1
年
か
け
自
力
で
物
件
を
改
装
し
、
宿
を
開
き

ま
し
た
。
目
的
を
持
っ
て
の
移
住
で
し
た
。
集

落
の
方
々
に
温
か
く
お
迎
え
い
た
だ
き
、
業
態

は
変
わ
り
ま
し
た
が
現
在
に
至
っ
て
ま
す
。

白
岩　
八
木
沢
に
移
住
し
13
年
に
な
る
白
岩

で
す
。
隣
の
会
津
若
松
市
出
身
で
実
家
は
芦

ノ
牧
で
す
が
、
結
婚
を
期
に
高
田
の
ア
パ
ー

ト
で
暮
ら
す
う
ち
に
町
が
と
て
も
気
に
入
り
、

中
古
物
件
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
十
嵐　
五
十
嵐
と
申
し
ま
す
。
赤
留
で
母

と
暮
ら
し
17
年
に
な
り
ま
す
。
会
津
若
松
市

内
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
畑
を
や
り
た
い

と
い
う
母
の
要
望
も
あ
っ
て
広
く
静
か
な
環

境
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
知
人
が
赤
留
に
い

る
縁
で
中
古
物
件
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

親
戚
に
は
よ
そ
者
は
孤
立
す
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
も
母
も
す

ぐ
お
友
達
を
作
っ
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
の
で
大

丈
夫
で
し
た
。
近
所
の
方
々
が
と
て
も
良
い

方
ば
か
り
で
、
皆
さ
ん
農
家
な
の
で
あ
れ
こ

れ
届
け
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
団
体
の
「
さ
く
ら
会
」
か
ら
お

声
が
け
が
あ
り
、
で
き
る
範
囲
の
参
加
で
も

大
丈
夫
と
受
け
入
れ
て
も
ら
え
、
集
落
の
方

に
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

し
た
。
困
り
ご
と
は
ご
近
所
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
た
だ
き
、
私
も
困
っ
て
る
人
に
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
幸
せ
に

赤
沢
地
区
に

赤
沢
地
区
に
移
住
＆
交
流

移
住
＆
交
流
さ
れ
て
い
る

さ
れ
て
い
る

先
輩
方
の

先
輩
方
の
田
舎
暮
ら
し
あ
れ
こ
れ

田
舎
暮
ら
し
あ
れ
こ
れ

＊
参
加
者

長
谷
川 

洋
一
さ
ん
【
寺
崎
】

五
十
嵐 

照
子
さ
ん
【
赤
留
】

白
岩 

誠
さ
ん
【
八
木
沢
】

中
村 

陽あ
き
らさ

ん
・
綾
乃
さ
ん
ご
夫
婦
【
雀
林
】

（
赤
沢
移
住
歴
順
）

赤 沢 移 住 者
座 談 会

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
い
た
宿
は
お
客
様
に
好
評
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
宿

泊
経
営
が
実
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、
私
自
身
が
こ
の
仕

事
は
本
当
に
社
会
の
た
め
に
な
っ
て
い
た
ん

だ
ろ
う
か
と
疑
問
が
生
じ
て
し
ま
い
、
古
本

屋
に
転
業
し
ま
し
た
。

　

会
津
は
古
本
屋
が
と
て
も
少
な
く
、
み
ん

な
本
を
捨
て
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
会

津
は
戊
辰
戦
争
以
降
大
火
が
な
く
、
明
治
大

正
期
の
書
物
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の

で
、
未
活
用
な
い
い
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

全
国
的
に
希
少
性
の
高
い
地
域
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
を
市
場
供
給
で
き
た
ら
世
の

た
め
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

白
岩　
私
は
会
社
勤
め
で
す
。
中
古
物
件
を

購
入
し
、
土
地
と
建
屋
を
得
ま
し
た
。
そ
の

当
時
、
家
を
持
つ
の
は
会
津
若
松
で
も
高
田

の
も
っ
と
町
場
の
方
で
も
良
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
家
内
の
親
が
赤
留
出
身
で
こ
の
辺
に

詳
し
い
し
、
私
の
実
家
か
ら
も
さ
ほ
ど
遠
く

な
い
の
で
こ
こ
に
決
め
ま
し
た
。
物
件
は
あ

ま
り
整
備
さ
れ
て
な
く
て
、
落
ち
着
く
ま
で

に
10
年
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

五
十
嵐　
住
ま
い
は
築
14
年
位
の
中
古
物
件

で
9
坪
の
物
置
も
付
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

は
店
舗
だ
っ
た
よ
う
で
、
い
ま
は
私
の
仕
事

道
具
を
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。91
歳
に
な
っ

た
母
が
畑
を
生
き
が
い
に
し
て
楽
し
く
や
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
す
ご
く
良
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
仕
事
は
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
仕
事
で
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
居
酒
屋
で
働
い
て
い
ま
す
。

他
県
へ
の
出
店
は
泊
ま
り
が
け
に
な
る
の
で
、

母
の
こ
と
は
近
所
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

集
落
全
体
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

集
落
み
ん
な
で
見
守
る
「
見
守
り
隊
」
を
結

成
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
村　
移
住
し
た
い
旨
を
町
に
伝
え
て
か
ら

諸
条
件
が
整
う
ま
で
に
3
年
か
か
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
間
は
ず
っ
と
神
奈
川
と
の
往
復

で
し
た
。
高
齢
の
母
の
通
院
を
月
の
中
旬
に

集
中
さ
せ
て
、
月
末
月
初
は
こ
ち
ら
の
方
に

来
て
、
半
月
ぐ
ら
い
は
滞
在
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
往
復
の
車
の
運
転
は

大
変
で
し
た
。

　

農
業
で
生
計
を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る

ん
で
す
が
、
考
え
を
改
め
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
。
現
在
、
２
町
歩
ぐ
ら
い
の
ソ
バ
畑

を
や
っ
て
る
ん
で
す
が
、
本
格
的
に
農
業
を

や
る
と
な
る
と
米
を
7
～
10
町
歩
ぐ
ら
い
や

ら
な
い
と
生
活
で
き
な
い
っ
て
皆
さ
ん
に
言

わ
れ
、
そ
う
な
る
と
そ
ん
な
に
土
地
を
自
分

で
は
持
て
な
い
。で
も
皆
さ
ん
は
や
れ
や
れ
っ

て
推
し
て
き
ま
す
（
笑
）。

　

確
か
に
、
畑
を
耕
し
た
の
み
で
何
も
植
え

な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
草
が
生
え
放

題
の
畑
も
あ
る
し
で
、
農
地
も
本
当
に
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
実
感
は
あ
り
ま
す
。
今
後
、

持
ち
主
か
ら
直
接
農
地
を
借
り
る
の
で
は
な

く
、
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
入
れ
て
土
地
を
管
理

す
る
「
中
間
管
理
機
構
」
が
本
格
稼
働
す
る

そ
う
な
の
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
移
住
す
る

人
が
活
用
し
て
い
け
ば
、
現
実
的
な
就
農
も

選
択
可
能
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

中
村
（
奥
様
）　
農
地
を
探
す
の
に
役
場
に
相

談
し
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、「
中
村
さ
ん
が
探

し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
（
一
同
笑
）。

な
の
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
、
こ
の
あ
た

り
は
草
ぼ
う
ぼ
う
だ
ね
、
っ
て
地
図
に
マ
ー

ク
し
て
町
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た（
一
同
驚
）。

皆
さ
ん
の
好
き
な
風
景
は
？

長
谷
川　
寺
崎
は
磐
梯
山
や
飯
豊
山
が
ド
ー

ン
と
見
え
る
。
山
が
見
え
つ
つ
山
の
中
じ
ゃ

な
い
っ
て
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
（
一
同
笑
）。

白
岩　
同
じ
で
す
。
八
木
沢
の
す
ぐ
そ
こ
が

散
歩
コ
ー
ス
で
、
磐
梯
山
と
か
が
よ
く
見
え

ま
す
。
山
麓
だ
け
ど
山
じ
ゃ
な
い
な
っ
て
い

う
範
囲
（
一
同
笑
）。

五
十
嵐　
私
が
住
ん
で
る
の
は
完
璧
に
山
で

す
（
笑
）。
赤
沢
で
は
一
番
高
台
で
す
ね
。
愛

犬
の
散
歩
コ
ー
ス
は
昼
間
だ
と
会
津
平
野
が

き
れ
い
に
見
え
る
ん
で
す
。
夏
の
夜
は
花
火

が
上
が
れ
ば
ま
る
っ
と
見
え
る
。
見
晴
ら
し

が
と
に
か
く
い
い
。

中
村
（
奥
様
）　
神
奈
川
に
住
ん
で
い
た
頃
は

本
当
に
家
が
密
集
し
て
い
る
の
で
、
景
色
な

ん
て
無
い
よ
う
な
と
こ
ろ
。
こ
っ
ち
に
来
て
、

や
っ
ぱ
り
壮
大
な
景
色
は
気
持
ち
が
い
い
で

す
ね
。

赤沢移住者座談会

長谷川 洋一さん
【寺崎在住】

白岩 誠さん
【八木沢在住】

五十嵐 照子さん
【赤留在住】

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

中
村　
雀
林
の
お
隣
の
米
田
集
落
に
夫
婦
で

住
ん
で
い
る
中
村
で
す
。
雀
林
に
い
い
畑
が

あ
り
そ
う
だ
と
思
い
区
長
さ
ん
や
農
業
委
員

さ
ん
に
お
願
い
し
、雀
林
に
畑
を
借
り
て
通
っ

て
い
ま
す
。

　
二
地
域
居
住
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

夫
婦
揃
っ
て
引
っ
越
し
て
来
て
3
年
経
過
し

ま
し
た
。
神
奈
川
出
身
で
、
旅
行
で
会
津
地

方
を
通
っ
た
と
き
に
「
こ
こ
良
さ
そ
う
」
と

妻
と
意
見
が
合
い
、「
会
津
美
里
町
住
ま
い
る

バ
ン
ク
」（
※
1
）
を
通
し
て
家
と
土
地
を
購

入
し
ま
し
た
。

お
住
ま
い
と
生な

り
わ
い業

に
つ
い
て

長
谷
川　
私
は
宿
を
開
く
つ
も
り
で
い
た
た

め
土
地
も
含
め
そ
れ
な
り
の
広
さ
が
必
要
で

し
た
。
町
内
を
車
で
走
り
回
り
、
宿
泊
客
に

気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
そ
う
な
眺
め
の
土
地

を
探
し
た
ん
で
す
。
こ
こ
ぞ
と
思
っ
た
今
の

場
所
は
、
か
つ
て
ホ
ッ
プ
処
理
場
で
し
た
。

こ
の
あ
た
り
で
は
ビ
ー
ル
づ
く
り
に
必
要
な

ホ
ッ
プ
栽
培
が
奨
励
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ

り
、
収
穫
し
た
ホ
ッ
プ
の
処
理
場
を
集
落
が

共
同
で
持
っ
て
い
た
ん
で
す
。
私
が
来
た
と

き
に
は
す
で
に
そ
の
事
業
も
終
わ
り
、
ほ
ぼ

放
置
状
態
で
し
た
。
う
ま
く
活
用
し
た
い
と

思
い
、
町
役
場
を
通
じ
当
時
の
区
長
さ
ん
た

ち
に
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
旧
ホ
ッ
プ
処
理
場
の
土
地
を
借
り
、
宿

中
村 

陽あ
き
らさ

ん
・
綾
乃
さ
ん
ご
夫
婦

【
雀
林
に
畑
を
借
り
て
い
る
】
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軒
ぐ
ら
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
楽

勝
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
名
字
が

大
体
一
緒
っ
て
い
う
の
は
想
定
外
で
。
下
の

名
前
で
呼
ば
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
、
ま
だ
全
然
覚
え
き
れ
て
い
な
い

し
。
嫁
さ
ん
に
至
っ
て
は
「
あ
の
人
は
、
ど

こ
の
方
？
」
っ
て
い
う
話
で
。
僕
は
皆
さ
ん

と
話
す
機
会
が
多
い
か
ら
い
い
ん
で
す
が
、

嫁
さ
ん
に
は
そ
の
機
会
が
な
か
な
か
な
い
の

で
、
覚
え
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
十
嵐　
そ
う
で
す
よ
ね
。
私
ら
移
住
者
の

名
前
は
集
落
の
皆
さ
ん
は
覚
え
て
も
ら
え
る

し
、
わ
ざ
わ
ざ
見
に
来
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
く
ら
い
（
一
同
爆
笑
）。

　

総
会
で
集
落
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
ん
で
す

が
、
名
前
を
聞
い
て
も
す
ぐ
に
は
覚
え
き
れ

な
い
で
す
よ
ね
…
。

中
村　
再
度
聞
く
の
も
失
礼
か
も
と
思
う
ん

で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
時
間
が
必
要
で
す
け

ど
ね
。
で
も
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
少
し
ず
つ
、

い
ろ
い
ろ
と
わ
か
っ
て
い
く
ん
だ
っ
て
い
う

こ
と
が
集
落
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

移
住
す
る
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス

長
谷
川　
移
住
を
望
む
方
が
そ
の
土
地
で
ど

う
い
う
暮
ら
し
方
を
し
た
い
の
か
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
な
り
、
仕
事
も
含
め
て
そ
れ
を
持
っ

て
い
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
地

域
だ
と
思
い
ま
す
。
実
は
私
、
人
の
名
前
を

覚
え
る
の
に
困
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
思

い
出
し
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
に
来
た
頃
は

「
小
走
り
」
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

寺
崎
は
42
軒
の
集
落
で
、
町
役
場
か
ら
の
配

布
物
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
、
そ
れ
を
当
番

が
1
人
で
配
布
す
る
と
い
う
期
間
が
あ
る
ん

で
す
。
そ
れ
で
全
員
の
顔
と
名
前
を
覚
え
ら

れ
た
。ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
習
慣
な
ん
で
し
ょ

う
が（
笑
）。で
も
す
ご
く
い
い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

白
岩　
日
頃
の
挨
拶
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
ま
ず
は
隣
近
所
で
仲
良
く
す
れ
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
私
は
会
津
出
身
で
あ

る
程
度
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
隣
近
所

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
い
ろ

い
ろ
教
え
て
も
ら
え
た
っ
て
い
う
の
も
あ
る

の
で
、
近
く
に
住
む
年
長
者
と
早
く
仲
良
く

な
る
と
一
番
手
っ
取
り
早
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
必
ず
し
も
全
員
と
仲
良
く
す
る
必
要
性

は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
ま
す
。

五
十
嵐　
一
番
は
自
分
か
ら
率
先
し
て
周
り

に
溶
け
込
む
気
持
ち
が
な
い
と
難
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
移
住
者
が
赤
留
に
来
た
と
き
は

私
を
訪
ね
て
も
ら
え
れ
ば
知
っ
て
る
限
り
の

こ
と
は
全
部
お
話
す
る
し
、
月
1
～
２
回
ぐ

ら
い
飲
み
な
が
ら
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
場
所

を
提
供
し
た
い
な
っ
て
思
っ
て
ま
す
。
せ
っ

か
く
来
て
く
れ
た
の
に
馴
染
め
ず
出
て
行
く

の
は
寂
し
い
こ
と
。
そ
う
い
う
手
助
け
も
必

要
か
な
と
思
い
ま
す
。

中
村　
お
墓
の
話
に
な
り
ま
す
が
、「
一い
っ
そ
ん村

逆
に
そ
の
方
が
い
い
と
お
っ
し
ゃ
る
人
も
い

る
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
。

白
岩　
移
住
当
時
は
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
で
、

近
隣
の
人
と
の
繋
が
り
は
そ
ん
な
に
な
く
て

も
い
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
こ
こ
に
来
て
か
ら
の
地
域
の
奉
仕
作

業
や
い
ろ
ん
な
行
事
は
確
か
に
面
倒
だ
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
、
も
と
も
と
実
家
の
あ
る
集

落
も
地
域
の
繋
が
り
が
強
い
と
こ
ろ
な
の
で
、

当
た
り
前
の
こ
と
と
捉
え
人
足
や
役
員
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
都
会
に
住
ん
で
い
た
時

期
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
直
で
来
た
ら

人
間
関
係
を
作
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
な
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。

五
十
嵐　
人
足
は
本
当
に
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
11
月
の
半
ば
頃
に
八
木
沢
と
赤
留
の
間

の
大
堀
払
い
を
や
り
ま
す
が
、
私
は
草
刈
り

機
で
刈
っ
て
側
溝
に
落
ち
た
草
を
フ
ォ
ー
ク

で
上
げ
る
役
割
で
す
。

　

で
も
、
作
業
が
終
わ
る
と
組く
み

内う
ち

で
集
ま
り

温
泉
に
入
っ
て
お
膳
を
囲
む
お
楽
し
み
も

あ
っ
て
、
こ
れ
が
長
く
続
い
て
る
ん
で
す
。

コ
ロ
ナ
で
お
休
み
し
て
る
間
に
1
軒
減
っ
て

９
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
2
軒
が
高
齢
で
人
足

に
出
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
残
り
7
軒

で
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

顔
と
名
前
を
覚
え
る
問
題

中
村　
僕
は
ち
ょ
っ
と
な
め
て
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
（
笑
）。
集
落
っ
て
言
っ
て
も
50
～
80

五
十
嵐　
昔
は
葬
儀
一
切
を
自
宅
で
全
て
や
っ

て
い
た
の
が
、
今
は
葬
祭
場
で
の
通
夜
と
告
別

式
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
親
し
か
っ
た
友
達
が

亡
く
な
っ
て
、
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
最

後
の
お
別
れ
に
行
き
た
い
の
に
、
遠
い
斎
場
で

は
行
け
な
い
っ
て
い
う
事
も
あ
る
か
ら
、
家
で

の
弔
問
も
続
い
て
い
る
の
か
し
ら
。

長
谷
川　
寺
崎
で
は
、
村
見
舞
い
は
皆
が
斎

場
に
行
く
時
間
は
そ
っ
ち
に
、
そ
う
じ
ゃ
な

い
時
間
は
家
に
、
と
す
み
分
け
さ
れ
て
い
て
、

家
で
の
受
付
は
家
人
が
や
る
習
慣
で
す
ね
。

「
う
た
詠
み
」
で
故
人
を
送
る

五
十
嵐　
お
通
夜
の
時
な
ど
に
女
性
グ
ル
ー

プ
で
「
う
た
詠
み
」
を
や
る
の
は
、
赤
留
で

初
め
て
経
験
し
ま
し
た
。
今
は
コ
ロ
ナ
関
係

で
依
頼
が
な
く
、
復
活
す
る
か
は
各
家
の
考

え
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
か
ら
入
っ
た
我
が

家
な
ん
か
は
親
戚
も
い
な
い
の
で
、
う
た
詠

み
を
依
頼
す
る
か
考
え
中
で
す
。

長
谷
川　
婦
人
会
が
ず
っ
と
「
う
た
詠
み
」

を
伝
え
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
こ
こ
に

来
た
と
き
に
は
、
か
み
さ
ん
が
定
期
的
に
練

習
に
参
加
し
て
ま
し
た
。
実
際
お
葬
式
が
あ

る
と
、
婦
人
会
の
会
長
さ
ん
が
音
頭
を
取
っ

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
婦
人
会
が
解
散
し
て

か
ら
は
そ
の
習
慣
も
残
念
な
が
ら
途
切
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

五
十
嵐　
そ
の
組く
み
う
ち内

の
中
で
お
葬
式
が
あ
っ

て
女
性
が「
う
た
詠
み
」に
出
ら
れ
な
い
場
合
、

今
は
男
性
が
詠
ん
で
も
い
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
う
た
詠
み
」
が
ま
た
復
活
し
た
ら
、
そ

れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。

白
岩　
八
木
沢
は
ま
だ
習
慣
と
し
て
残
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
身
内
の
中
で
親

し
い
間
柄
の
人
た
ち
を
呼
ん
で
や
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、私
た
ち
は
「
若

い
か
ら
参
加
し
な
く
て
大
丈
夫
だ
よ
」
っ
て

免
除
さ
れ
て
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
。
う
ち
の

嫁
も
、
お
葬
式
で
「
う
た
詠
み
」
を
や
る
習

慣
は
わ
か
っ
て
い
る
し
、
や
れ
な
く
は
な
い

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
。
実
際
に
お
葬
式
で

詠
む
方
々
は
み
ん
な
身
に
付
い
て
い
る
方
ば

か
り
で
し
ょ
う
か
ら
、
ふ
だ
ん
の
練
習
と
か

は
な
い
で
す
ね
。

人
足
仕
事
は
皆
に
と
っ
て
必
要

白
岩　
赤
沢
地
区
に
は
地
形
的
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。
ど
の
集
落
で
も
堤
の
維
持
管
理
が

大
変
と
い
う
話
は
常
に
あ
り
ま
す
が
、
家
の

生
活
排
水
に
関
し
て
も
堤
に
溜
め
た
水
を
流

す
こ
と
に
よ
っ
て
暮
ら
し
が
維
持
で
き
る
事

実
も
あ
る
。
畑
や
田
ん
ぼ
を
や
っ
て
な
く
て

も
、
こ
う
い
っ
た
地
形
上
の
特
性
と
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
た
上
で
移
住
し

て
き
た
ほ
う
が
い
い
か
な
。

　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
役
員
を
や
る
こ
と
に
な
っ
て
は

じ
め
て
、
堤
の
水
が
田
ん
ぼ
だ
け
で
な
く
生
活

用
水
に
も
大
切
な
こ
と
を
理
解
で
き
ま
し
た
。

長
谷
川　
確
か
に
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
で

す
。
農
家
で
は
な
い
我
が
家
で
も
、
人
足
で

堀
払
い
す
る
の
は
習
慣
に
な
っ
て
い
る
し
、

当
た
り
前
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐　
大
変
だ
け
ど
、
必
要
な
こ
と
で
す

も
ん
ね
。
1
人
が
欠
け
た
ら
み
ん
な
参
加
し

な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
も
ん
。

五
十
嵐　
そ
こ
に
住
む
と
決
め
た
限
り
は
、

骨
を
埋
め
る
覚
悟
で
来
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
い
か
に
地
域
に
馴
染
ん
で
い
こ
う
か

と
い
う
意
識
が
、
一
番
大
切
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

中
村　
区
長
さ
ん
と
か
委
員
さ
ん
は
信
頼
で

き
る
方
が
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
何
か
あ
っ
た
ら
そ
う
い
う
方
々
に
相
談
し

た
ら
い
い
よ
っ
て
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

経
験
上
、
相
談
す
れ
ば
き
ち
ん
と
応
え
て
も

ら
え
る
の
で
、
安
心
し
て
移
住
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

赤沢移住者座談会

中
村　
「
八
木
沢
か
ら
雀
林
に
入
る
道
路
の
と

こ
ろ
か
ら
見
る
会
津
平
」
が
、
僕
は
一
番
い

い
と
思
い
ま
す
。
只
見
線
と
法
用
寺
が
一
緒

に
写
っ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
ん
で
す
が
、

ど
う
や
っ
て
撮
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
す
ご

い
な
と
思
う
ん
で
す
。
結
構
距
離
は
あ
る
は

ず
な
の
に
、
す
ご
く
近
く
に
見
え
る
。
道
路

を
通
り
な
が
ら
、ど
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
撮
っ

た
ん
だ
ろ
う
っ
て
毎
回
探
し
て
ま
す
。（
※
そ

の
写
真
は
40
ペ
ー
ジ
）

集
落
の
最
初
の
印
象
、

関
係
づ
く
り

長
谷
川　
寺
崎
で
は
か
つ
て
青
年
会
に
相
当

す
る
自
治
会
の
ほ
か
、
婦
人
会
、
子
供
会
と

様
々
な
世
代
の
組
織
が
あ
り
ま
し
た
が
、
集

落
が
小
さ
い
の
で
常
に
何
か
し
ら
の
役
員
が

回
っ
て
き
ま
す
（
笑
）。
会
合
が
あ
り
、
は
じ

め
は
田
舎
で
暮
ら
す
っ
て
の
は
大
変
な
こ
と

だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
人
口
が
ど

ん
ど
ん
減
り
、
役
員
の
数
す
ら
充
足
し
な
い

状
況
に
至
り
、
残
念
な
こ
と
に
実
質
休
会
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
へ
の
関
わ
り

は
だ
い
ぶ
薄
く
な
り
ま
し
た
が
、
最
初
に
い

ろ
ん
な
公
の
役
目
を
担
う
中
で
人
間
関
係
が

育
っ
て
き
た
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
新
し
く
入
っ
て
く
る
方
は
、き
っ

か
け
そ
の
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

人
間
関
係
の
構
築
と
い
う
の
が
皆
さ
ん
の
課

題
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
が
、

一い
ち
じ寺
」
と
い
っ
て
、
集
落
に
寺
は
一
つ
、
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
て
。
こ
の
辺
だ
と
天
台

宗
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
は
っ
き
り
と
は

言
わ
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、「
米
沢
集
落

な
ら
み
ん
な
こ
こ
だ
よ
」
っ
て
集
落
内
の
お

寺
を
示
さ
れ
ま
し
て
。
改
宗
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
で
す
が
、
一
神
教
の
方
と
か
は
大
変

か
と
思
う
ん
で
す
。
で
も
こ
こ
に
住
む
の
で

あ
れ
ば
、
お
墓
も
必
要
と
僕
は
考
え
て
い
ま

す
し
、
そ
う
い
う
変
化
と
い
う
か
、
調
整
に

対
応
で
き
る
と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

つ
き
あ
い
と
い
え
ば

葬
式
手
伝
い

五
十
嵐　
つ
き
あ
い
関
係
で
大
変
だ
っ
た
こ

と
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
で
す
ね
。
お
葬

式
の
手
伝
い
は
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
け

ど
、
赤
留
で
は
女
性
の
葬
式
手
伝
い
は
故
人

の
家
で
弔
問
客
に
お
茶
を
出
す
と
か
、
お
勝

手
の
方
と
か
を
頼
ま
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

引
っ
越
し
て
半
年
ぐ
ら
い
の
頃
に
ご
近
所
に

お
葬
式
が
あ
り
、
お
手
伝
い
を
頼
ま
れ
た
の

で
、
黒
い
か
っ
ぽ
う
着
持
参
で
行
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
な
ぜ
か
家
の
受
付
係
に
。
集
落
で

女
性
が
受
付
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

長
谷
川　
私
は
い
つ
も
「
天
ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ

う
揚
げ
係
」
な
ん
だ
け
ど
（
笑
）。
適
材
適
所
、

暗
黙
の
了
解
で
こ
の
人
は
こ
れ
ね
、
み
た
い

な
感
じ
で
す
よ
ね
（
一
同
笑
）。

※1「会津美里町住まいるバンク」とは…

　この制度は、空き家・空き地の有効活
用を図るために設けられた制度です。賃
貸又は売却を希望する所有者から情報提
供を受け、空き家・空き地バンクに登録
した物件をホームページ等を活用し、利
用を希望する方に紹介しています。
　物件の情報は移住・定住ポータルサイ
ト「みさとぐらし」に掲載。利用を希望
される方は町の登録が必要です（登録料・
利用料無料）。詳細は町役場ホームページ
をご覧ください。
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 交通アクセス

 会津美里町問合せ先
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59

330
128

131

365

23

23

会津美里町役場

会津美里町役場
新鶴庁舎
（郷土資料館さとりあ）

福田牧場

馬ノ墓の種蒔桜

せせらぎ公園
オートキャンプ場

白鳳山公園
羽黒山神社

向羽黒山城跡

蓋沼森林
自然公園

ふれあいの森
スポーツ公園

新鶴郵便局

高畑山

新山

大沢山

大高森山

若宮駅

至昭和村 至下郷町

新鶴スマートIC
24H［ETC専用］

会津若松 IC

至新潟JCT 至喜多方市
会津坂下町

会津若松市

新鶴駅

根
岸
駅

西
若
松
駅

至
会
津
若
松
駅

会津高田駅

宮
川

会津本
郷駅JR只見線

関山観音

会津赤沢郵便局

台前山

館山
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21

会津美里町役場
本郷庁舎

県内外への遠距離移動には磐越
自動車道の出入口「新鶴スマート
IC」利用が便利。
町内外への公共交通手段として
はJR只見線、路線バス、小回りの
きく乗合型の「美里あいあいタク
シー」（下記に詳細）があります。

◎JR只見線
通勤・通学の時間帯を
中心に1日7往復運行

磐越自動車道

赤留

雀林

八木沢

寺崎

認定こども園・子育て支援センター

1 認定こども園ひかり･･･････････････ 54-2320
2 認定こども園 きぼう･･･････････････ 36-7612
3 本郷こども園 ［乳児部］････････････ 56-3429
4 本郷こども園 ［幼児部］････････････ 56-4683
5 新鶴こども園･････････････････････ 78-2007
6 子育て支援センター･･･････････････ 54-6648

小・中・高等学校

7 高田小学校･･････････････････････ 54-2242
8 宮川小学校･･････････････････････ 54-2222
9 高田中学校･･････････････････････ 54-2352
10会津西陵高等学校････････････････ 54-2151
11本郷小学校･･････････････････････ 56-3241
12本郷中学校･･････････････････････ 56-3005
13新鶴小学校･･････････････････････ 78-2005
14新鶴中学校･･････････････････････ 78-2006

食品・日用品スーパー

15リオン・ドール 高田店･････････････ 54-2758
16リオン・ドール美里････････････････ 54-3911
17かねか 高田店････････････････････ 54-4678
18ブイチェーン 本郷バイパス店･･･････ 56-3757

薬局・ドラッグストア

19ツルハドラッグ 会津美里店･････････ 55-0268
20ツルハドラッグ 会津高田店･････････ 23-7792
21二木屋薬局･･････････････････････ 54-2328
22薬局ゼネファーム 会津高田店･･･････ 55-0855
23アイン薬局 会津美里店････････････ 93-9033
24ウェルシア 会津美里店･････････････ 57-1101
25薬王堂 福島会津美里店････････････ 85-6846
26薬王堂 会津美里高田店････････････ 23-8202
27せとまち薬局･････････････････････ 36-7474

コンビニエンスストア

28ローソン 会津美里布才地店････････ 54-5071
29ローソン 会津高田鹿島店･･････････ 54-7225
30セブンイレブン 会津高田店･････････ 54-2653
31セブンイレブン 会津美里安田前店･･･ 54-6677
32セブンイレブン会津本郷店･････････ 56-2637

病院・クリニック

33高田厚生病院････････････････････ 54-2211
34こばやしファミリークリニック････････ 55-0388
35吉川医院････････････････････････ 56-3358
36もこぬま内科消化器科医院 -････････ 56-5622

歯科医院

37水口歯科医院････････････････････ 54-2127
38菅家歯科医院････････････････････ 54-3414
39金子歯科医院････････････････････ 56-3988
40江川歯科医院････････････････････ 56-2118
41本郷歯科診療所･･････････････････ 56-3019

タクシー

42会津交通 高田営業所･･････････････ 54-2266
43会津交通 本郷営業所･･････････････ 56-3053
44まってらん処･････････････････････ 55-0330

警察署 * 事件・事故等の緊急ダイヤル 110

45会津若松警察署会津美里分庁舎････ 54-2055

消防署 * 火事・救急車等の緊急ダイヤル 119

46会津美里消防署･･････････････････ 54-3934

社会福祉協議会

47会津美里町社会福祉協議会････････ 54-2940

適正処理困難ごみ処理業者

48町一般廃棄物協業組合････････････ 85-6835

葬儀場

49あやめ斎苑･･････････････････････ 54-5115
50こころ斎苑みさと･････････････････ 54-2742
51みどり大沼斎苑･･･････････････････ 54-7330

宿泊施設

52割烹旅館吉田屋･･････････････････ 56-3043
53新鶴温泉んだ････････････････････ 78-2820
54にんじん湯吹上荘･････････････････ 78-2882
55花紋屋旅館･･････････････････････ 78-2565

 各種施設の問合せ先  【市外局番 0242】　●高田エリア　●本郷エリア　●新鶴エリア

区長 組長

47 46

◎美里あいあいタクシー（要予約）
町内を運行するデマンド式の乗合型タクシー。年末
年始を除き毎日運行しており、高齢の方、車を運転
しない方の移動手段に便利。
予約…利用日の 1 週間前より
まってらん処 ☎ 0242-55-0330
予約専用アプリ「のるーと」
利用券の販売…「まってらん処」など取扱店にて
400 円（車内での購入、アプリ内決済の場合は 500
円）

会津美里町役場　本庁舎
総務課･････････  ☎ 0242-55-1122
選挙管理委員会･  ☎ 0242-55-1122
政策財政課･････  ☎ 0242-55-1171
町民税務課･････  ☎ 0242-55-1166
健康ふくし課･･･  ☎ 0242-55-1145
産業振興課･････  ☎ 0242-55-1191
農業委員会･････  ☎ 0242-55-1172

建設水道課･････  ☎ 0242-55-1181
出納室･････････  ☎ 0242-55-1104
議会事務局･････  ☎ 0242-55-1105
教育委員会
　こども教育課･  ☎ 0242-55-0344
　生涯学習課･･･  ☎ 0242-54-2368
　図書館･･･････  ☎ 0242-54-2911

会津美里町　本郷庁舎　
総務課本郷支所･･ ☎ 0242-56-2111

会津美里町　新鶴庁舎
総務課新鶴支所･･ ☎ 0242-78-2111
生涯学習課･･････ ☎ 0242-79-1900

◎路線バス
会津若松駅～高田線及び本郷線　
1 時間に 1 本（通勤・通学時間帯は 1 時間に 2 ～ 3 本）
会津若松駅～新鶴線　1 日 3 往復
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